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第
一
章

序

本
論
文
は
こ
こ
数
年
来
と
り
く
ん
で
き
た

「
古
代
中
国
に
お
け
る
商
業
の
発
展
が
哲
学
の
成
立
と
発
展
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
ち
、

。J

ま
た
影
響
を
与
え
た
か
」
の
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
春
秋
時
代
に
お
い
て
商
業
の
い
ち
じ
る
し
い
発
展
が
み
と
め
ら
れ
る
し
、

商
人
階
級

が
当
時
の
保
守
的
支
配
層
に
対
し
進
歩
的
勢
力
の
一
部
の
構
成
分
子
で
あ
っ
た
こ
と
も
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

実
が
こ
の
時
代
の
末
期
に
出
現
し
た
孔
子
お
よ
び
そ
の
弟
子
た
ち
の
思
想
の
形
成
や
性
格
に
ど
の
よ
う
な
関
係
、

こ
の
社
会
的
事

影
響
を
も
っ
て
い
た
か

は
、
興
味
ぶ
か
く
且
つ
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
中
国
で
は
一
九
六
一
li--
二
年
に
お
い
て
、

孔
子
の
哲
学
思
想
が
討
論
の
中
心
と
な
っ
た
Q

一
昨
年
日
本
に
も
入
っ
て
き
た

「
孔
子
哲
学
討
論
集
」
(
中
華
書
局
・
一
九
六
三
・
一
)
は
そ
の
論
文
集
で
あ
る
。
そ
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
論
文
は
、
(
一
)
孔
子
の
階

級
的
立
場

(
二
)
孔
子
の
政
治
学
説

(
四
)
孔
子
思
想
の
評
価
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ぐ
れ
た
議
論
を
展

そ
の
多
く
の
説
は
孔
子
の
時
代
を
奴
隷
制
社
会
よ
り
封
建
制
社
会
に
移
行
す
る
過
渡
期
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
過
渡
期
に

(
一
二
〉
孔
子
の
哲
学
思
想

閲
し
て
い
る
。

北
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論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

(

l

)

奴
隷
主
階
級
、

(

2

)

奴
隷
階
級
、

(
3
〉
新
興
地
主
階
級
、
こ
の
中

に
は
下
層
出
身
の
富
め
る
土
地
占
有
者
と
奴
隷
主
よ
り
転
化
し
た
貴
族
封
建
地
主
、

(

4

)

農
奴
、

(

5

)

小
自
作
農
、
こ
の
中
に
は
没
落
貴

族
と
村
落
共
同
体
よ
り
残
留
し
た
小
農
、

(
6
〉
自
由
を
獲
得
し
た
手
工
業
者
よ
り
な
る
。

お
け
る
社
会
の
構
成
は
任
継
愈
に
よ
れ
ば
(
一
四
八
九
ペ
ー
ジ
)

し
か
ら
ば
孔
子
は
ど
の
よ
う
な
階
級
の
立
場
を

と
る
思
想
家
で
あ
る
か
と
言
う
に
、

任
継
愈
は
奴
隷
主
の
立
場
に
あ
る
と
し
、
保
守
主
義
唯
心
主
義
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
尚
、
老
荘
な

ど
道
家
は
(
5
)
の
没
落
貴
族
で
あ
り
、
法
家
は
(

3

)

の
新
興
地
主
の
立
場
、
墨
家
は
(

6

)

の
手
工
業
者
の
立
場
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
関
鋒
・
林
孝
時
に
よ
れ
ば
、
孔
子
の
時
代
は
奴
隷
主
統
治
者
と
新
興
地
主
階
級
と
の
対
立
が
基
本
的
矛
盾
で
あ
り
、

孔
子
は
中

年
以
後
は
奴
隷
主
側
で
あ
っ
て
、

そ
の
思
想
は
階
級
の
矛
盾
の
調
和
H

改
良
主
義
で
あ
る
。
こ
の
改
良
主
義
が
封
建
時
代
に
な
っ
て
、
漢

帝
国
以
後
そ
の
基
本
的
矛
盾
即
ち
地
主
と
農
民
と
の
矛
盾
の
存
在
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
を
新
興
地
主
側
と
す
る
こ
と
は

時
分
区
分
を
知
ら
な
い
も
の
だ
。

孔
子
」
参
照
)
。

な
お
、
魯
の
公
室
は
保
守
支
配
階
級
、
季
氏
な
ど
は
新
興
地
主
階
級
と
考
え
る
云
々
(
「
論
孔
子
」
、
「
再
論

-4 -

(
孔
子
と
彼
の
創
始
し
た
儒
家
と
は
奴
隷
主
貴
族
よ
り
転
化
し
た
地
主
階
級
の
利
益
を
代
表
し

た
。
か
か
る
地
主
階
級
は
で
き
る
か
ぎ
り
奴
隷
主
貴
族
制
度
を
破
壊
し
な
い
前
提
の
下
で
、
こ
の
制
度
の
枠
の
中
で
、
若
干
の
改
革
を
行

う
こ
と
を
希
望
す
る
」
(
八
二
ペ
ー
ジ
)
と
述
べ
、
自
然
観
は
唯
心
主
義
、
政
治
観
は
改
良
主
義
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
な
お
、
鴻
友
蘭
も
新
興

高
友
蘭
は
以
上
の
よ
う
な
説
に
対
し
、

階
級
の
来
源
を
奴
隷
主
貴
族
よ
り
地
主
に
転
化
し
た
も
の
と
、
商
人
や
小
生
産
者
が
地
主
に
な
っ
た
も
の
|
|
後
者
が
真
正
の
新
興
地
主

階
級
ー
ー
ー
と
の
二
つ
に
お
い
て
い
る
(
二
八
六
|
八
ご
Q

王
先
進
・
車
載
・
鐘
肇
鵬
な
ど
も
新
興
の
地
主
の
立
場
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、

唐
蘭
は
や
や
こ
と
な
り
当
時
を
過
渡
期
と
し
な
い
で
、
「
上
昇
過
程
に
あ
る
初
期
封
建
社
会
に
お
い
て
進
歩
的
部
分
に
属
す
る
L

と
孔
子
を

規
定
し
て
い
る
。



孔
子
哲
学
の
研
究
方
法
論
に
対
し
、

関
逢
・
林
幸
時
は
「
再
論
孔
子
l
l
|
兼
論
哲
学
史
方
法
論
的
一
個
問
題
」
の
三

O
一
l
i
八
真
に
お

い
て
巨
視
的
な
も
の
を
示
め
し
て
い
る
が
、

こ
の
論
文
は
論
語
に
お
け
る
孔
子
と
そ
の
弟
子
の
子
貢
の
言
行
を
微
視
的
に
分
析
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
論
語
中
に
そ
の
時
代
の
基
本
的
若
し
く
は
副
次
的
矛
盾
の
反
映
あ
り
や
否
や
、
特
に
孔
子
と
そ
の
弟
子

と
の
聞
に
矛
盾
あ
り
や
否
や
を
考
察
し
う
る
と
考
え
る
。
論
語
を
聖
人
の
道
を
伝
う
る
も
の
と
し
て
で
な
く
、
内
に
矛
盾
、
思
想
家
と
思

想
家
と
の
緊
張
関
係
を
含
む
も
の
と
し
て
解
釈
し
う
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
今
日
ま
で
の
論
語
の
研
究
は
、

こ
の
書
物

を
ひ
た
す
ら
孔
子
の
思
想
を
つ
た
え
る
も
の
と
し
て
の
み
と
り
あ
つ
か
っ
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
中
国
の
孔
子
哲
学
に
関
す
る
近

年
の
論
争
も
、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
基
本
的
矛
盾
と
い
う
視
角
に
立
つ
点
で
、

一
大
前
進
を
な
し
た
が
、
右
の
点
で
は
旧
来
の
態
度
と
変

化
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
我
々
は
も
っ
と
忠
実
に
実
証
的
に
個
々
の
記
述
と
そ
の
具
体
的
状
況
を
知
ろ
う
と
つ
と
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
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そ
の
意
味
で
私
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
子
貢
と
い
う
孔
子
の
高
弟
を
と
り
あ
げ
た
。
彼
は
有
名
な
成
功
せ
る
商
人
で
あ
り
、
孔
子
の
諸

国
遊
説
な
ど
の
活
動
も
彼
の
援
助
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
。
正
に
「
真
正
の
新
興
階
級
」
で
あ
る
商
人
の
思
想
家
で
あ
る
。
し
か
も
彼
に
関

す
る
章
は
三
九
章
に
も
お
よ
ぶ
。

か
く
て
彼
の
思
想
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
か
、

そ
の
彼
と
孔
子
と
の
交
渉
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
は
、
問
題
の
重
要
性
と
資
料
の
量
と
い
う
こ
点
よ
り
見
て
も
絶
好
の
研
究
課
題
と
言
え
よ
う
。
孔
子
が
没
し
た
と
き
、
顔
回
も
子

路
も
既
に
先
立
っ
て
い
た
。
残
っ
た
弟
子
の
中
で
最
も
哀
悼
の
実
を
一
万
め
し
た
の
は
、
子
貢
で
あ
る
Q

一
一
一
年
の
喪
が
終
っ
た
時
、
他
の
弟
子

達
は
そ
れ
ぞ
れ
帰
っ
て
い
っ
た
が
、
彼
だ
け
は
孔
子
の
家
の
上
の
壇
上
に
室
を
築
い
て
、

更
に
三
年
間
独
居
し
て
帰
っ
た
と
い
う
。
他
の

弟
子
達
が
帰
る
と
き
、
皆
彼
に
挨
拶
を
し
て
帰
っ
た
と
あ
る
か
ら
、

彼
だ
け
は
特
殊
な
、
あ
る
い
は
最
も
高
い
位
置
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

事
実
、
子
貢
(
績
が
本
字
で
あ
る
〉
と
い
う
字
、

賜
と
い
う
名
で
論
語
中
に
登
場
す
る
の
は
三
八
章
に
お
よ
ん
で
い
る
。

彼
の
姓
は
端
木
と

北
大
文
学
部
紀
要



論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

言
い
、
衛
人
で
孔
子
よ
り
二
二
歳
ほ
ど
若
か
っ
た
。
彼
は
商
業
に
従
事
し
、
孔
子
の
諸
国
遊
説
の
費
用
を
援
助
し
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
の

縁
故
に
よ
っ
て
種
々
の
便
宜
を
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
言
語
に
す
ぐ
れ
、
外
交
の
能
力
に
よ
っ
て
国
際
会
議
に
重
用
さ
れ
、

又
人

を
批
評
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
彼
の
活
動
の
範
囲
は
曹
・
魯
・
衛
・
斉
な
ど
の
諸
国
に
お
よ
び
、

か
つ
て
魯
・
衛
に
相
と
な
り

l
l
こ
れ

に
つ
い
て
は
疑
う
人
が
多
い

l

l
、
家
に
千
金
を
累
ね
、
斉
で
没
し
た
と
一
五
う
こ
と
で
あ
る
。

1

1
以
上
、
主
と
し
て
史
記
(
孔
子
世
家
、
仲
尼

弟
子
列
伝
、
貨
殖
列
伝
)
に
よ
る
。

-
第
二
、
第
三
章
に
お
い
て
、
論
語
中
の
子
貢
関
係
の
す
べ
て
の
章
を
、

篇
章
順
に
な
ら
べ
て
あ
る
。
各
章
の
番
号
は
そ
の
配
列
番
号
で
あ
る
。
尚

こ
れ
を
研
究
す
る
場
合
、
そ
の
番
号
を
〈
〉
に
入
れ
て
示
め
し
た
。

2

論
語
中
で
の
所
在
を
一
不
め
す
た
め
、
篇
名
と
章
番
号
を
附
記
し
た
。
武

内
義
雄
「
論
語
」
(
岩
波
文
庫
、
筑
摩
叢
書
)
に
よ
る
。

第
二
章

論
語
前
半
十
篇
中
の
子
貢
関
係
語
録
の
研
究
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一
、
子
禽
間
於
子
貢
日
、
夫
子
至
於
是
邦
也
、
必
聞
其
政
、
求
之
典
、
抑
輿
之
具
、
子
貢
目
、
夫
子
温
良
恭
倹
譲
得
之
、
夫
子
之
求
也
、

其
諸
異
乎
人
求
之
輿

(
学
而

O 

解
釈
上
の
問
題
は
特
に
な
い
が
、
子
禽
は
何
者
か
に
つ
い
て
後
漢
の
鄭
玄
は
陳
冗
の
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
原
克
(
弟
子
列
伝
、
原
克
籍
)

と
同
人
物
で
あ
っ
て
、
孔
子
よ
り
四

O
才
少
な
く
、
斉
人
で
あ
っ
た
。
子
貢
よ
り
一

O
才
ほ
ど
少
な
い
こ
と
に
な
る
Q

そ
の
後
輩
は
彼
に

孔
子
の
旅
行
の
こ
と
、
特
に
諸
国
の
君
主
よ
り
政
治
上
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
は
何
故
か
を
問
う
て
い
る
Q

」
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る

子
貢
は
孔
子
の
旅
行
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
、

か
っ
諸
侯
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
背
後
の
事
情
に
く
わ
し
い
人
物
で
あ
る
。

こ
の
質
問

に
対
し
彼
は
具
体
的
な
事
情
に
ふ
れ
ず
に
、
孔
子
の
人
柄
を
「
温
良
恭
倹
譲
」
と
表
現
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
得
た
の
で
あ
っ
て
、
求
め
た



に
し
て
も
他
の
人
の
場
合
と
こ
と
な
る
と
言
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
孔
子
の
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
価
値
を
「
温
良
恭
倹
譲
」
に
お

き
、
他
の
人
と
比
べ
る
と
い
う
、
子
貢
の
言
動
の
型
が
認
め
ら
れ
る
。
当
然
、
孔
子
を
他
の
弟
子
が
評
し
た
例
や
孔
子
の
自
評
が
比
べ
ら

こ
れ
は
第
四
章
で
と
り
あ
っ
か
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
文
、
彼
が
孔
子
の
右
に
の
ベ
た
価
値
と
政
治
参
与
と
を
対
仁
お

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
て
い
る
こ
と
は
、
子
禽
の
質
問
が
「
求
」
か
「
与
」
か
の
一
方
交
通
的
で
あ
る
の
に
対
し
、

き
わ
め
て
特
色
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き

ょ
う
。二

、
子
貢
目
、
貧
市
無
詔
、
富
而
無
瞬
、
何
如
、
子
日
、
可
也
、
未
若
賓
而
楽
(
道
)
、
富
而
好
礼
者
也
、
子
貢
目
、
詩
一
五
、
如
切
如

瑳
、
如
琢
如
磨
、
其
斯
之
謂
興
、
子
日
、
賜
也
始
可
輿
言
詩
己
会
、
告
諸
往
而
知
来
者
也
、

(
学
而
、
一
五
)

こ
の
章
の
前
半
は
子
貢
が
貧
と
富
と
を
問
題
に
し
て
い
る
点
、
彼
が
富
ん
だ
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
興
味
が
あ
る
。
憲
問
篇

第
一
一
章
の
「
子
日
、
貧
而
無
怨
、
難
、
富
而
無
騎
、
易
」
と
い
う
孔
子
の
言
と
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
よ
う
に
見
え
て
、

憲
問
篇
の
が
、

一7-

賞
に
処
す
る
に
重
点
が
あ
る
の
と
、

こ
の
章
で
は
子
貢
の
問
と
孔
子
の
答
と
が
比
べ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
彼
の
質
問
は
自
己
と
他
者
と
い
う
視
角
か
ら
す
る
と
、
自
己
に
対
す
る
他
者
を
意
識
し
て
の
修
養
で
あ
り
、

や
は
り
こ
と
な
る
。

他
者
に
対
し
自
己
は
如

何
に
ふ
る
ま
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
に
、

孔
子
に
お
い
て
は
「
無
詔
」
に
対
し
「
楽
」
が
、

こ
れ
は
他
者
と
た
ち
き
ら
れ
た
、
自
己
完
結
的
な
修
養
で
あ
る
。
子
貢
の
は
、
商
人
的
思
惟
か
ら
当
然
で
て
く
る
質
問
で
あ

り
思
惟
方
法
で
あ
る
と
言
え
る
。
尚
、
こ
の
章
の
後
半
は
前
半
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
子
貢
の
「
言
語
」
の
人
と
し
て
の
型
が
出
て
い
る
こ
と

「
無
騎
」
に
対
し
つ
好
礼
」
が
置
か

れ
て
い
る
。

が
見
ら
れ
る
。

三
、
子
貢
問
君
子
、

子
日
、
先
行
、
其
言
而
後
従
之
、

(
為
政
、

一-
Lノ

」
の
章
の
句
点
に
つ
い
て
、

「
先
行
」
で
切
る
か
、
「
先
行
其
言
」
で
切
る
か
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
前
者
を
と
っ
た
。
礼
記
梢
衣
の

北
大
文
学
部
紀
要



論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

「
子
日
、
言
従
而
行
之
、
則
言
不
可
飾
也
、
行
従
市
言
之
、
則
行
不
可
飾
也
」
と
、

大
戴
礼
曾
子
制
言
の
「
君
子
先
行
後
吾
一
口
」
に
よ
っ
た

の
で
あ
る
。

孔
子
が
門
人
に
対
し
て
教
え
る
の
に
、
抽
象
的
一
般
的
に
誰
れ
に
で
も
通
ず
る
こ
と
を
言
わ
ず
に
、

そ
の
各
人
の
人
が
ら
に
応
じ
た
教

訓
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
孔
子
の
教
育
や
思
想
の
柔
軟
性
を
一
本
す
と
言
え
る
が
、
逆
に
言
う
と
弟
子
達
の
人
聞
が
類
型
化
さ

れ
て
い
る
の
も
目
立
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
章
な
ど
、
言
語
に
す
ぐ
れ
た
人
と
し
て
の
子
貢
へ
の
教
訓
で
あ
る
が
、

「
行
」
を
問
う
他
の
章

の
例
と
し
て
、
先
進
篇
第
二
二
章
の
「
子
路
問
う
、
聞
く
ま
ま
に
こ
れ
行
は
む
か
。
子
日
く
、
父
兄
在
す
あ
り
、
如
何
ぞ
、
そ
れ
聞
く
ま

ま
に
斯
れ
行
は
む
。
再
有
問
ふ
、
聞
く
ま
ま
に
斯
れ
行
は
む
か
。
子
日
く
、
聞
く
ま
ま
に
斯
れ
行
へ
。
公
西
華
日
く
、
:
:
:
赤
は
惑
へ

か
た

り
、
敢
て
間
ふ
。
子
日
く
、
求
は
退
く
、
故
に
之
を
進
む
、
由
は
人
を
兼
ん
と
す
、
故
に
之
を
退
く
。
し
は
、
今
言
っ
た
こ
と
の
す
べ
て
に

。。

該
当
す
る
好
例
で
あ
ろ
う
。

四
、
子
貢
欲
去
告
朔
之
餓
羊
、
子
日
、
賜
也
、
汝
愛
其
羊
、
我
愛
其
礼
、

内八伶、

一
七
)

彼
は
魯
に
お
い
て
文
公
の
世
か
ら
廃
れ
か
か
っ
た
告
朔
の
礼
か
、

全
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
定
公
京
公
の
時
に
も
、
餓
羊
だ
け
が
毎
月

の
朔
日
に
有
司
に
よ
っ
て
、

そ
な
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、

」
れ
の
廃
止
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
孔
子
が
礼
の
す

た
れ
る
こ
と
を
惜
し
む
と
言
っ
た
と
い
う
章
で
あ
る
か
ら
、
テ
ー
マ
は
礼
の
尊
重
維
持
で
あ
り
、
前
出
八
二
V
の
子
貢
言
の
「
貧
而
無
詔
」

と
孔
子
言
の
「
富
而
好
礼
」
と
か
ら
ま
せ
る
と
、

八
倫
に
お
い
て
こ
の
章
に
つ
づ
く
第
一
八
章
の
「
子
日
く
、
君
に
事
へ
て
礼
を
尽
く

す
、
人
似
て
詔
と
な
す
」
と
、
前
後
連
絡
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
当
時
に
お
い
て
実
体
を
失
っ
た
虚
礼
に
対
し
て
、
羊
を
お
し
む
と
い
う
形

で
批
判
を
行
っ
た
子
貢
は
、
礼
の
擁
護
者
と
し
て
の
孔
子
に
対
し
て
、
合
理
主
義
者
の
面
を
示
め
し
て
い
る
Q

こ
の
点
、
後
出
の
八
一
五

V

ハ
先
進
篇
第
三
章
)
で
、
「
言
語
は
宰
我
と
子
貢
」
と
言
は
れ
て
、
子
貢
と
な
ら
ん
で
い
る
宰
我
が
陽
貨
篇
第
二
一
章
に
お
い
て
、

「
宰
我
間



ふ
、
一
二
年
の
喪
は
、
そ
れ
、

は
な
は
だ
久
し
、
君
子
三
年
礼
を
為
さ
ざ
れ
ば
、
礼
必
ず
壊
る
、

燐
を
鑓
り
火
を
改
む
期
に
し
て
可
な
ら
む
」
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、

二
年
楽
を
為
さ
ざ
れ
ば
楽
必
ず
崩
る

|日

穀
既
に
没
き
て
新
穀
既
に
升
る
、

子
貢
の
こ
の
章
と
類
似
す
る
合

理
主
義
と
言
え
る
。

注

八
一
五
〉
を
参
照
の
こ
と
。

五
、
子
貢
問
日
、
賜
也
如
何
、
子
日
、
汝
器
也
、
目
、
何
器
也
、
日
、
瑚
瑳
也
、

瑚
瑳
は
天
地
外
神
を
祭
る
器
で
、
瓦
器
で
あ
っ
て
質
素
を
旨
と
す
る
も
の
だ
と
言
う
説
と
、

(
公
冶
長
、
四
)

包
成
の
よ
う
に
宗
廟
を
祭
る
器
だ
と
す
る

説
と
が
あ
る
。

「
賜
や
達
な
り
、

政
に
従
は
し
む
べ
し
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
も
あ
る
か
ら
、
祭
政
に
従
う
に
適
し
た
人
間
と
い
う
表
現

で
あ
る
。
そ
し
て
公
冶
長
篇
の
性
質
か
ら
見
て
、
彼
を
ほ
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、

具
体
的
内
容
は
わ
か
ら
ぬ
。

-9 -

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

こ
の
篇
に
お
け
る
孔
子
は
門
人
や
政
治
家
を
一
方
的
に
批
評
し
て
い
る
が
、
こ
の
章
で
は
子
貢
が
孔
子
に
対

し
て
自
己
の
評
価
を
求
め
て
い
る
。
彼
出
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
多
く
の
章
で
人
を
批
評
す
る
、
孔
子
す
ら
を
も
屡
々
批
評
す
る
が
、
こ
こ

で
は
自
己
の
批
評
を
積
極
的
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
他
人
と
同
じ
く
自
己
も
批
評
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
思
惟
方

法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
示
め
さ
れ
て
い
る
。

六
、
子
謂
子
貫
目
、
汝
輿
同
也
執
愈
、
封
日
、
賜
也
、
何
敢
望
問
、

同
也
聞
一
以
知
十
、

賜
也
聞
一
以
知
二
、
子
日
、
弗
如
也
、
五
日
興

(
公
冶
長
、
九
〉

孔
子
が
彼
に
対
し
顔
同
と
の
比
較
を
質
問
し
て
い
る
、
こ
れ
に
対
し
て
彼
は
同
が
一
を
聞
け
ば
十
を
知
り
う
る
が
、

汝
弗
如
也
、

自
分
は
二
し
か
知

り
え
な
い
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
十
と
二
と
の
数
量
的
な
比
と
し
て
能
力
差
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

七
、
子
貢
日
、
我
不
欲
人
之
加
諸
我
也
、
五
日
亦
欲
無
加
諸
人
、
子
日
、
賜
也
非
璃
所
及
也
、

(
公
冶
長
、
二
一
)

北
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「
加
」
は
施
・
陵
の
謂
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
子
貢
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は

人
倫
関
係
に
お
い
て
均
衡
の
観
念
を
も
ち
い
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
大
学
に
お
い
て
も
っ
所
悪
於
上
、
母
以
使
下
、
所
悪
於
下
、
母
以
事
上
、
所
悪
於
前
、
母
以
先
後
、
:
:
:
」
と
あ
る
。
子
貢
が

理
想
と
し
て
欲
し
た
も
の
を
、
何
故
に
孔
子
が
爾
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
非
ら
ず
と
し
た
か
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

八
三

O
V
で
考
察
し
た
の

ち
、
本
論
文
の
第
四
章
で
考
え
て
み
よ
う
。

八
、
子
貢
目
、
夫
子
之
文
章
可
得
而
開
也
、
夫
子
之
言
性
輿
天
道
、

不
可
得
市
開
也
、

円
公
冶
長
、
一
一
一
一
)

」
の
章
で
の
子
貢
の
言
葉
は
、

孔
子
没
後
に
お
け
る
儒
家
の
一
部
が
性
と
か
天
道
と
い
う
概
念
を
も
て
あ
そ
び
だ
し
た
こ
と
に
対
す
る

反
論
で
あ
る
。

「
文
章
」
と
は
詩
書
礼
楽
の
こ
と
と
し
て
よ
い
か
ら

」
の
章
の
意
義
は

孔
子
の
教
育
が
「
文
章
し
に
あ
っ
た
こ
と
を

主
張
す
る
点
に
存
す
る
。
又
、

こ
の
発
言
の
態
度
は
彼
が
師
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
事
実
を
前
提
と
し
て
い
る
。

九
、
子
貢
間
日
、
孔
文
子
何
以
謂
之
文
也
、
子
日
、
敏
市
好
曲
学
、
不
恥
下
問
、
是
以
調
之
文
也
、

彼
は
孔
文
子
の
「
お
く
り
な
」
の
由
来
を
た
ず
ね
、
孔
子
は
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
「
文
」
と
つ
け
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
人
物

(
公
冶
長
、
一
五
)

一10-

批
評
の
類
型
に
屈
す
る
。
又
、

そ
の
文
の
具
体
的
内
容
を
孔
子
が
答
え
て
、

「
敏
に
し
て
撃
を
好
み
、
下
聞
を
恥
じ
ず
」
と
言
う
の
は
、

人
聞
の
評
価
を
多
学
多
能
多
識
に
お
い
て
認
め
よ
う
と
す
る
子
貢
|
|
八
六
V
八
二
二

V
八
二
八
V
八
三
五

V
八
一
二
六
V
な
ど

l
iに
似

っ
か
わ
し
い
。

一
O
、
一
季
康
子
問
、
仲
由
可
使
従
政
也
興
、
子
日
、
由
也
果
、
於
従
政
乎
何
有
、

日
、
求
也
可
使
従
政
也
興
、

日
、
賜
也
可
使
従
政
也
典
、

日
、
賜
也
達
、
於
従
政

乎
何
有
、

日
、
求
也
事
、
於
従
政
乎
何
有
、

(
雅
也
、
八
)

子
路
(
仲
由
)
、
一
子
貢
(
賜
)
、
由
汁
有
(
求
)
を
政
に
た
ず
ら
わ
せ
う
る
や
否
や
で
比
較
し
て
い
る
。
商
品
に
お
い
て
の
比
較
は
、

そ
の

特
色
を
し
め
す
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
の
独
自
性
を
知
ら
し
め
る
面
を
も
っ
て
い
る
が
、

こ
の
孔
子
の
評
価
も
三
人
高
弟
の
独
自
性
を
果



と
達
と
芸
と
の
一
一
一
宇
に
よ
っ
て
示
め
し
て
い
る
Q

子
貢
の
「
逮
」
と
は
、

「
物
の
理
に
遇
、
ず
る
L

(

孔
注
)
、
「
知
慮
が
あ
る
」
(
劉
氏
正
義
)
こ

「
内
有
の
事
の
若
き
は
:
:
:
亦
以
て
成
人
と
な
す
べ
し
」

と
で
あ
る
。
子
路
と
舟
有
に
つ
い
て
は
、
「
政
事
は
舟
有
、
季
路
」
(
先
進
、
三
〉
、

(
憲
問
、
一
三
)
な
ど
あ
る
か
ら
、
本
章
は
右
の
二
章
と
子
貢
と
を
結
び
つ
け
て
合
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

、

子
貢
目
、
如
能
博
施
於
民
市
能
情
衆
、
何
如
、
可
謂
仁
乎
、
子
日
、
何
事
於
仁
、

立
而
立
人
、
己
欲
建
而
達
人
、
能
近
取
警
、
可
謂
仁
之
方
也
己
、

必
也
聖
乎
、
尭
舜
其
猶
病
諸
、
夫
仁
者
己
欲

(
薙
也
、
三

O
)

貢
の
と
で
極
め
て
内
容
的
に
近
い
も
の
が
他
に
も
存
在
す
る
が
、

こ
の
章
は
後
代
の
墨
子
の
兼
愛
説
と
も
か
ら
む
が
、
論
語
中
で
は
直
接
に
孔
子
と
子
路
と
の
問
題
と
も
関
連
す
る
。
子
路
の
質
問
と
子

(注
1
)

そ
の
中
の
一
っ
と
言
え
る
。
憲
問
第
十
四
の
第
四
五
章
は
、

子
路
間
君
子
、
子
日
、
修
己
以
敬
、

日
如
斯
而
己
手
、

日
傭
己
以
安
人
、

日
如
斯
而
己
手
、
日
傭
己
以
安
百
姓
、
備
己
以
安
百
姓
、

尭
舜
其
猶
病
諸
、

1
 
1
 

右
は
自
己
を
修
養
す
る
こ
と
で
、
「
安
人
し
か
ら
「
安
百
姓
し
に
進
む
が
、
「
安
百
姓
」
は
本
章
と
同
じ
く
「
尭
舜
も
そ
れ
猶
こ
れ
を
病
め

り
」
な
る
も
の
で
あ
る
。
大
学
の
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
の
平
天
下
に
あ
た
る
。

子
貢
の
「
博
施
於
民
而
能
情
衆
し
を
仁
を
越
え

た
聖
の
こ
と
と
す
る
思
考
は
、
孔
子
の
仁
に
修
身
の
意
味
が
き
わ
め
て
強
く
、
そ
れ
は
自
己
の
心
の
問
題
か
ら
出
発
し
て
、

身
近
よ
り
外

こ
れ
に
対
し
、
子
貢
が
仁
と
考
え
る
も
の
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
た
、
或
は
仁
を
平
天
下
の

道
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
孔
子
、
が
「
聖
」
と
言
い
、
尭
舜
を
言
う
の
は
、
ど
う
も
当
時
に
お
け
る
聖
の
用
法
よ
り
見
て
も
、
聖
に
は
神

(
注
と

秘
的
要
素
が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
孔
子
に
と
っ
て
自
己
と
人
間
一
般
と
は
関
連
的
に
把
握
し
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
、
宗
教
的

に
及
ぼ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
し
か
で
き
な
か
っ
た
、
或
は
す
べ
き
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
子
貢
が
仁
だ
と
し
て
言
う
の
は
、
こ
の
師
弟
の
聞
に
感
覚

或
は
立
場
の
相
違
が
あ
っ
た
た
め
で
な
か
ろ
う
か
。
商
人
と
し
て
活
動
す
る
子
貢
が
、
人
間
一
般
を
対
象
と
し
て
考
え
る
の
は
当
然
だ
か

北
大
文
学
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ら
で
あ
る
。

注

2 

加
藤
常
賢
博
士
に
よ
れ
ば
「
聖
」
は
「
神
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
」
こ
と
が
原
義
で
あ
る
。

八
二
二
〉
・
〈
二
四
〉
な
ど
。

一
二
、
舟
有
日
、
夫
子
第
衛
君
乎
、
子
貢
日
、
訪
、
吾
勝
間
之
、

入
日
、
伯
夷
叔
荷
何
人
也
、

日
、
古
之
賢
人
也
、

日
怨
乎
、

日
、
求

仁
而
得
仁
、
又
何
怨
、
出
目
、
夫
子
不
錆
也
、

(
述
問
、
一
四
〉

説
か
餓
死
伝
説
か
、
或
は
他
の
何
か
、

本
章
で
の
解
釈
上
の
問
題
は
、
こ
こ
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
伯
夷
叔
斉
伝
説
は
具
体
的
に
何
を
指
す
か
明
確
で
な
い
点
に
あ
る
。
譲
国
伝

子
貢
は
孔
子
の
考
え
を
比
轍
的
質
問
、
す
な
わ
ち
人
物
批
評
に
よ
っ
て
さ
ぐ

か
は
わ
か
ら
な
い
Q

り
う
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
、
彼
が
得
た
返
答
は
、
「
仁
を
求
め
て
仁
を
得
た
り
、
又
何
ぞ
怨
ま
ん
」
と
い
う
求
と
得
と
の
均
衡
が
怨
ん
だ

一
三
、
太
宰
間
於
子
貢
日
、
夫
子
聖
者
興
、

何
其
多
能
也
、
子
貫
目
、
回
天
縦
之
勝
聖
、
又
多
能
也
、

nJゐー

か
否
か
の
判
断
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
今
後
の
孔
子
の
行
動
を
推
測
し
て
い
る
Q

子
聞
之
目
、
太
宰
知
我
乎
、
吾

少
也
賎
、
故
多
能
川
帥
事
、
君
子
多
乎
哉
、

不
多
也
、

(
子
率
、
六
)

太
宰
と
子
貢
と
孔
子
の
三
人
の
言
に
そ
れ
ぞ
れ
ズ
レ
が
あ
る
。

こ
の
点
が
こ
の
章
の
書
か
れ
た
目
的
で
あ
ろ
う
。
太
宰
の
問
い
に
は
、

何
故
に
多
能
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
で
て
い
る
が
、
子
貢
で
は
成
の
聖
人
は
、

又
多
能
な
人
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り

孔
子
で
は
貧
し
い
青
年
時
代
を
お
く
つ
た
か
ら
多
能
で
あ
る
の
で
あ
り
、

身
分
高
く
生
れ
生
活
に
せ
ま
ら
れ
な
い
も
の
は
多
能
で
は
な
い

の
が
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
孔
子
に
と
っ
て
身
分
(
階
級
〉
が
能
の
多
小
を
左
右
し
、
子
貢
に
と
っ
て
は
身
分
に
は
左
右
さ
れ
ず
、

そ
の
人
の
生
れ
な
が
ら
の
徳
性
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
子
貢
の
階
級
を
超
え
て
人
間
一
般
を
そ
の
人
の
属
性
後
天
的
に
獲
得
し

(
注
)

た
も
の
ー
か
ら
評
価
せ
ん
と
す
る
思
惟
方
法
を
見
う
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
多
少
と
い
う
数
量
で
計
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る



先

に
孔
子
の
発
言
は
君
子
1
l
i
こ
の
章
で
は
、
支
配
者
と
い
う
よ
り
有
徳
者
の
意
味
が
つ
よ
い

l
!
の
評
価
の
規
準
を
才
能
の
多
小
に
お
か

な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
興
の
階
級
の
評
価
方
法
と
あ
き
ら
か
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

注

子
貢
で
は
「
又
」
と
言
っ
て
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

太
宰
の
質
問
は
、
き
わ
め
て
素
朴
に
聖
人
即
多
能
の
前
提
に
立
つ
が
、

一
四
、
子
貢
日
、
有
美
玉
於
斯
、
組
匿
而
轍
諸
、
求
善
質
而
泊
諸
、
子
日
、
泊
之
哉
、

子
貢
が
商
人
と
し
て
の
発
想
と
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
説
明
を
必
要
と
し
な
い
。

泊
之
哉
我
、
待
医
者
、
(
子
卒
、
二
二
)

又
、
才
能
を
商
品
と
し
て
売
る
と
い
う
こ
と
が

明
瞭
に
述
べ
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
人
の
才
能
の
評
価
が
行
は
れ
る
可
能
性
が
生
ず
る
か
ら
、

(
注
)

の
よ
う
な
子
貢
に
対
し
孔
子
も
同
意
し
て
い
る
こ
と
も
注
白
さ
れ
よ
う
。

極
め
て
重
要
な
章
で
あ
る
と
言
え
る
じ
尚
、
~ 

'--

孔
子
は
陽
貨
か
ら
「
そ
の
ん
王
を
懐
き
て
そ
の
邪
を
迷
は
す
、
仁
と
謂
う

べ
き
か
」
(
陽
貨
、
第
一
章
)
と
否
一
口
は
れ
て
い
る
。
才
能
を
商
品
と
し
て

考
え
る
こ
と
が
当
時
に
あ
っ
た
一
例
で
占
め
る
。

q
J
 
l
 

注

第
三
章

論
語
後
半
十
篇
中
の
子
貢
関
係
語
録
の
研
究

一
五
、
徳
行
顔
淵
関
子
務
再
伯
牛
仲
弓
、

言
語
宰
我
子
貢
、
政
事
由
什
有
季
路
、
文
単
一
d

子
提
子
夏
、

(
先
進
、
一
二
)

孟
子
公
孫
丑
上
篇
に
「
宰
我
子
貢
は
善
く
説
辞
を
講
す
」
と
あ
り
、
左
伝
哀
公
七
・
三
了
一
五
年
な
ど
に
、

彼
の
外
交
官
と
し
て
の

弁
説
の
こ
と
が
の
っ
て
い
る
。
但
し
彼
と
と
も
に
こ
の
章
で
「
言
語
」
を
以
て
認
め
ら
れ
て
い
る
宰
我
は
、
陽
貨
篇
第
二
一
章
で
三
年
の

喪
を
一
年
に
短
縮
す
る
こ
と
を
孔
子
に
提
案
し
て
、
不
仁
で
あ
る
と
言
は
れ
、
公
冶
長
篇
で
昼
寝
を
と
が
め
ら
れ
、

「
始
め
吾
れ
、
人
に

於
け
る
や
、
そ
の
言
を
聴
き
て
、

そ
の
行
を
信
ぜ
り
、
今
五
日
れ
、
人
に
於
け
る
や
、

そ
の
言
を
聴
き
て
そ
の
行
を
観
る
、
予
に
於
て
か

北
大
文
学
部
紀
要



論
議
に
釘
け
る
子
貢
の
統
究

れ
な
改
む
」
、

大
載
札
一
ふ
常
徳
篇
で
法

く

i
i
f、
¥

1
4
J
V
1
'ノ

ん

し
も

に
お
い
て

で
は

、
孔
子
日
く
、
一
マ
一
口
を
以
て
人
を
取
る
、

に
失
せ
り
〕
な
ど
の

あ
る
。
子
貢
に
つ
い
て

記
仲
尼
弟
子
列
誌
で
は
、

ロ
怒
と
く
辞

V'-

て

に
其
の

し

か
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
見
る

の
や
で

の

新
と
し
て
、
後
世
℃
は
よ
く
設
は
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
ο

子
貢
は
論
議

の
こ
と
で
特
に
強
く
非
難
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
史
記
の
根
拠
は
お
の
伝
説
に

る
治込

の

拡
張
解
釈

い
う
こ
と
は
論
語
の
此
の

に
対
す
る
偏
見
の
下
に
お
こ
な
っ
た
か
の
い
、
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
Q

論
語
で

の

の
下
で
ふ
i
哲
に
入
れ
ら
れ
な
が
ら
、
後
代

の
み
な

も
宰
殺
は
非
難
さ
れ
て
い
る
Q

に
つ
い
て
、
そ
の
理
泡
は
今
後
に
問
問
題
と
し
て
残
る
Q

或
は
言
語

の
馬
人
は
人
々
一
般
に
通
、
ず
る
合
理

つ
新
興
穣
級
出
身
マ
あ
る
が
放
に
、

旧
来
の
礼
に

て
は
批
判
的

で

i
八
四
〉
参
照
l
逆
に
回
出
来
の
支
配
階
級
的
晃
地
か
ら
は
札
な
知
ら
な
い
と
し
て
、

そ
の

グ}

の
ミ
ス

の

14 -

非
難
谷
れ
易
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

二
ハ
、
関
子
審
待
側
、
間
関
知
也
、
子
路
行
行
知
也
、
内
子
子
支
旧
凶
弘
知
也
、

若
由
也
不
得
其
死
然
、

ハ
先
進
、

一三〉

問
問
子
審
笹
子
路
・
出
汁
ブ
ナ
.

の
相
対
的
な
櫨
植
づ
け
で

〈一

G
V
と
類
似
す
る
Q

七

師
輿
尚
也
執
賀
、
子
問
、
削
也
過
、
商
也
不
及
、

日
、
然
剤
師
愈
典
、
子
日
、
過
議
不
及
、

〔
先
滋
、

一
六
)

(
商
〉
に
対
し
優
設
に
立
っ
て
い

以
っ
て
、

そ
の
詳
鱗
を
孔
子
に
た
ず
ね
て
い
る
。
年
齢
的
に

上
で
あ
っ
た

と
は
摘
出
で
あ
る
が
、

べ
る
と
い
う
型
は
子
葉
の
も
の
で
あ
る
。
孔
子
の
コ
選
」
と
コ
小
及
い
の
詳
細
に

方
が
ま
さ
る

て
い
る
の
で
あ
り
、

孔
子
が

不
及
と
の
両

方
会
安
定
し
て
い
る
の
は
、
権
衡
の
潟
端
の
つ
り
合
い
の
と
れ
た

し
い
値
が
で
る
の

じり

ト
t
仇
》
勺
ノ
。

そ
し

• 



て
そ
の
限
り
に
お
い
て
両
者
と
も
に
商
業
的
思
惟
の
場
で
問
答
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

子
貢
は
動
的
な
比
較
を
と
っ
て
い
る
の

に
、
孔
子
は
静
的
な
も
の
を
中
と
し
て
過
不
及
を
言
っ
て
い
て
相
対
的
評
価
を
排
除
し
、

人
に
お
い
て
均
衡
の
と
れ
た
状
態
を
よ
し
と
し

て
い
る
。

同
也
其
庶
乎
屡
空
、
賜
不
受
命
而
貨
殖
君
、
憶
則
屡
中
、

こ
の
文
は
子
貢
が
商
業
に
よ
っ
て
利
益
を
充
分
に
あ
げ
た
事
実
を
孔
子
が
批
判
し
た
こ
と
を
示
め
し
、

八

子
日
、

(
先
進
、

九
¥dノ

そ
の
商
業
と
は
今
日
で
言
え
ば

投
機
的
な
要
素
が
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
論
衡
知
実
篇
に
「
孔
子
日
く
、
賜
は
命
を
受
け
ず
し
て
貨
殖
し
、
億
す
れ
ば
屡
々

中
る
と
。
子
買
の
居
積
を
善
く
し
、
貴
賎
の
期
を
意
ひ
、
其
の
時
を
数
得
し
、
故
に
貨
殖
多
く
、
富
の
陶
朱
に
比
す
る
を
罪
す
る
な
り
」
も

こ
の
解
釈
で
あ
る
。
亦
、
顔
同
の
評
価
と
な
ら
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
が
独
立
に
述
べ
ら
れ
、
相
対
的
評
価
と
は
一
一
一
口
え
な
い
。

一
九
、
子
貢
間
政
、
子
日
、
足
食
足
兵
、
民
信
之
会
、
子
貢
日
、

必
不
得
己
而
去
於
斯
三
者
、
何
先
、

日
去
兵
、

日
必
不
得
己
而
去
於

R
J
 
l
 

斯
二
者
、
何
先
、

日
去
食
、
自
古
皆
有
死
、
民
不
信
不
立
、

(
顔
淵
、
七
)

子
貢
が
「
足
食
」
「
足
兵
」
「
信
之
」
の
聞
に
差
等
を
つ
け
る
質
問
形
式
を
と
り
、

そ
し
て
最
も
大
事
な
も
の
「
信
」
に
い
た
っ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
他
の
門
人
の
「
問
政
」
と
の
関
係
を
見
る
と
、

子
路
間
政
、
子
日
、
先
之
労
之
、
請
益
、

回
無
倦
、

(
子
路
、

¥J  

子
張
問
政
、
子
日
、
居
之
無
倦
、
行
之
以
忠

(
顔
淵
、

四
」ノ

仲
弓
為
季
氏
宰
、
問
政
、
子
目
、
先
有
司
、
赦
小
過
、
挙
賢
才

(
子
路
、
二
)

な
ど
の
よ
う
な
個
人
の
心
構
え
に
類
す
る
も
の
と
質
的
に
ち
が
う
し

又

子
趨
街
、
舟
有
僕
、
子
目
、
庶
会
哉
、
舟
有
目
、

既
庶
失
、

又
何
加
震
、

日
、
富
之
、

日
、
既
富
安
、
又
何
加
吾
、

目
、
教
之
、

北
大
文
学
部
紀
要



論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

(
子
路
、
九
)

に
は
逆
の
方
向
の
順
序
づ
け
が
あ
る
が
、

」
れ
と
も
質
的
に
こ
と
な
る
。
更
に
子
夏
の
場
合
に
や
や
類
似
す
る

子
夏
目
、
君
子
信
而
後
労
其
民
、
未
信
則
以
翁
阿
己
也

(
子
張
、

一O
)

の
信
を
重
視
す
る
論
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
信
以
前
の
「
未
信
」
の
段
階
に
「
属
己
」
を
も
っ
て
き
て
い
て
、

や
は
り
こ
と
な
る
。
子
貢
の

場
合
、
孔
子
の
答
が
国
家
の
根
本
に
信
を
お
い
て
い
る
こ
と
は
、

商
人
に
お
い
て
相
互
の
信
が
必
要
で
あ
り
、
国
家
と
商
人
と
の
間
も
、

例
え
ば
左
伝
昭
公
一
六
年
(
西
暦
前
五
二
六
)
に
鄭
の
賢
相
子
産
が
「
昔
し
我
が
先
君
、

商
人
と
皆
、
周
よ
り
出
づ
、
:
:
:
ま
た
盟
誓
有

り
、
以
て
相
信
ず
る
な
り
、

日
く
、

云
々
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

信
が
重
視
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
て
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
子
貢
問
政
章
に
お
い
て
の
信
は
、
彼
独
自
の
も
の
で
あ
り
他
の
弟
子
の
も
の
と
こ
と
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

尚
、
子
路
に
「
子
路
君
子
を
問
う
、
子
日
く
、

己
を
情
む
る
に
敬
を
以
て
す
。

日
く
、
斯
の
如
き
の
み
か
。
日
く
己
を
筒
め
て
以
て
人

16 

を
安
ん
ず
。
日
く
斯
く
の
如
き
の
み
か
Q

日
く
己
を
筒
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
、

己
を
惰
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
る
は
、
ム
亮
舜
も
そ

れ
猶
こ
れ
を
病
と
す
c
」
(
憲
問
、
四
五
)
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
筒
己
」
を
自
己
の
問
題
か
ら
一
安
人
」
「
安
百
姓
」
を
目
的
と
す
る
ま
で
高

め
る
構
造
で
、
子
路
の
よ
う
な
行
動
的
と
い
え
る
人
の
型
に
適
す
る
も
の
で
、

本
章
と
形
式
的
に
類
似
し
つ
つ
、
子
貢
と
子
路
と
の
本
質

的
な
相
違
が
対
比
に
よ
っ
て
わ
か
る
も
の
で
あ
る
ο

二
O
、
赫
子
城
日
、
君
子
質
而
巳
会
、
何
以
文
為
央
、
子
貢
目
、
惜
乎
夫
子
之
詑
君
子
也
、
細
不
及
舌
、
文
猫
質
也
、

豹
之
都
、
猶
犬
羊
之
輔
、

質
猶
文
也
、
虎

(
顔
淵
、
八
)

本
章
は
解
釈
上
に
問
題
が
存
在
す
る
Q

そ
れ
は
子
貢
の
言
の
中
で
、

「
文
猶
質
也
、
質
猫
文
也
L

が
彼
独
自
の
主
張
か

そ
れ
と
も
材
料

子
城
の
語
の
言
い
換
え
か
で
説
が
わ
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
と
れ
ば
楊
樹
達
の
「
こ
の
章
に
お
い
て
文
と
質
と
を
対
等
に
お
く
考



え
は
、
孔
子
が
『
礼
は
そ
の
奪
ら
ん
よ
り
は
寧
ろ
倹
な
れ
、
喪
は
そ
の
易
ら
ん
よ
り
は
寧
ろ
戚
め
』
(
八
伶
、
四
)
、
『
'
者
な
れ
ば
則
ち
不
孫
、

倹
な
れ
ば
則
ち
回
、
そ
の
不
孫
な
る
よ
り
は
、
寧
ろ
固
な
れ
』
と
す
る
の
と
、

や
や
似
て
非
な
り
と
言
え
る
L

(
論
語
疏
詮
二

O
五
京
、
科
学

出
版
)
、
後
者
に
と
れ
ば
孔
注
の
「
今
文
質
を
同
じ
か
ら
し
め
ば
、
何
を
以
て
虎
豹
と
犬
羊
と
を
別
た
ん
や
」
と
な
る
ο

劉
宝
楠
の
説
も
前

者
の
系
統
で
あ
り
、
私
見
も
前
者
に
し
た
が
う
が
、
孔
子
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
や
や
楊
樹
達
と
説
を
こ
と
に
す
る
。
孔
子
に
お
い
て
は

「
子
日
く
、

質
文
に
勝
る
と
き
は
則
ち
野
、

文
質
に
勝
る
と
き
は
則
ち
史
、
文
質
彬
彬
、
然
し
て
後
君
子
な
り
」
(
漉
也
、

一
八
)
と
い
う
文

と
質
に
つ
い
て
の
考
え
が
あ
り
、
こ
れ
は
対
立
す
る
文
と
質
と
が
均
衡
を
と
っ
て
い
る
状
態
の
肯
定
で
あ
る
。

王
、
執
中
履
衡
、
一
マ
一
口
柔
中
遁
而
撮
宜
。
枚
威
勝
徳
則
淳
、
徳
勝
威
則
施
。

則
野
、
文
勝
質
則
史
、
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子
」
と
あ
る
の
は
、

賀
子
容
経
篇
に

威
之
興
徳
、

交
若
穆
握
、

且
畏
且
懐
、

君
道
正
実
。

質・孟

勝・字
文・明

威
と
徳
、

文
と
質
と
の
均
衡
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
章

7
t
 
l
 

の
文
と
質
と
の
関
係
は
「
猶
」
(
類
似
を
あ
ら
わ
す
)
で
む
す
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
相
即
不
離
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
他
章
八
一
二
一

V
に
お
け

る
徳
と
才
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
象
の
意
味
は
第
四
章
で
論
ず
る
が
、
徳
と
才
(
多
学
多
芸
多
能
)
、
文
と
質
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
思
想
的
対
立
は
、
中
古
の
神
滅
不
滅
論
争
、
近
古
以
降
の
理
と
気
の
問
題
、

基
本
的
に
は
唯
心
主
義
と
唯
物
主
義
と
の
対
立
の
問
題

で
あ
る
。

二
一
、
子
貢
問
友
、

子
目
、
忠
告
而
以
善
導
之
、
否
則
止
、

無
自
厚
吾
、

(
顔
淵
、
二
二
一
)

顔
淵
篇
に
お
い
て
こ
の
章
に
つ
に
く
「
骨
子
日
、
君
子
以
文
舎
友
、

以
友
輔
仁
」
(
顔
淵
、
二
四
)
、
或
は
「
曾
子
日
、
:
:
:
輿
朋
友
交
、

而
不
信
乎
」
(
学
而
、
四
)
、
「
子
日
、
:
:
・
無
友
不
如
己
者
」
(
学
而
、
八
)
な
ど
友
人
に
関
す
る
も
の
が
他
に
も
存
在
す
る
が
、
こ
の
章
で
の

特
色
は
、
子
貢
に
対
す
る
孔
子
の
教
訓
が
、

t
z

ロ
道
寸
(
忠
告
)
は
す
る
が
、
相
手
に
強
制
せ
ず
、
さ
り
と
て
自
己
を
ま
げ
る
こ
と
も
し
な
い
と

き
か
「
否
れ

い
う
思
惟
型
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
右
に
あ
げ
た
学
而
篇
の
孔
子
の
言
葉
と
同
じ
こ
と
の
逆
の
表
現
に
な
る
。

北
大
文
学
部
紀
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論
議
に
お
け
る
子
交
の
研
究

ぢ
れ
ば
熊
ち
止
む
、
自
ら

ヴ

o 
吋

I~ 

1;' 

に
艇
か
ざ
る
者
な
友
と
寸
る
な
か

の
根
拠
を
自
己
自
身
の
主
鋭
的
判
断
に
依
存
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

と
は
、

と
民
じ
こ
と
で
あ
る
。
孔
7

ず
の
思

惟
方
訟
は
、
向
悶
「
む
の
「
行
動
や

組問注
予
陪
棋
盤
側
第
一
一
一
緩
め
子
会
後
之
問
ハ
人
際
交
於
子
張
家
の
「
子
家
問
、
一
内
務
爽

之
、
災
不
可
占
務
総
之
」
は
こ
の
稔
仲
郊
で
孔
?
?
と

致
ず
る
。

一一ゐ
一一、

日
、
何
額
一
斯
可
謂
之

榔
築
構
悌
器
、
目
、
敢
簡
英
次
、

工乙
J 

使
於
問
方
不
一
…
隙
若
命
、

日
、
政
関
川
英
次
、

臼

日、

行
必
果
、
霞
薩
然
小
人
也
、
抑
芥
可
以
儀
次
袋
、

日
、
今
之
従
政
務
判
如
、

子
日
、
穂
斗
符
之
人
伺
足
弊
也
、

(
子
同
館
、

四
方
に
使
し
て
君
命
を
一
線
め
し
め
ず
と
い
う
こ
と
は
、

る
も
の
で
あ
る
。

左
伝
や
史
記
に

安〉

に
山
山
て
い
る
も
の
と
一
致
し
、

「
削
門
知
か
斯
れ
士
い
う
関
は
子
路
も
し
て
い
る
む
「
子
路
間
回
目
、

会
袋
、
既
友
M
W
穂
窃
偲
、
兄
弟
恰
拾
い
〈
子
柑
隊
、
二
八
百
こ
の
二
つ
の

ベ
き

お
け伺
えら ま日
孔斯
子湾
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の

る
と
き
、
子
絡
の
得
た
る
も
の
は
朋
友
と
兄
弟
に
対
す
る
も
の
で
、

の
矯
正
と
レ
う
般
が
あ
る
。
こ
れ
に
対

しツヤ
J

品目ハの

の
は
、
朝
廷
宗
族
郷
党
:
;
:
と
い
う
集
団
に

る
も
の
で
必
り
、

又
「
人
(γ

之
従
政
者
」
に
対
す
る
比
評
で
あ
る
。
そ

し
て
其
次
け
山
、

と
士
の

イコ
け

い
て
い
る
。

」
の
裂
は

八

九
V
に
お
い
て
分

析
し
た
も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
品
物
の

隠
の
形
式
に
商
業
的
な
思
惟
方
誌
が
う
か
が
わ
れ
る
。 に
よ
っ
て
願
次
に
飽
段
会
安
く
つ
け
る
よ
う
な
評
価
の
仕
方
で

し
て
質

ー一一一一、

倍
、
搬
入
皆
好
之
何
如
、
テ
日
、
未
可
也
、
抑
制
人
皆
怨
之
何
州
側
、
子
問
、
未
可
也
、

ハウナ路、

問
、も./



守

本
章
で
は
子
貢
は
人
の
評
価
を
大
衆
の
好
悪
の
量
に
よ
っ
て
客
観
的
に
決
定
し
う
る
と
し
、

れ
の
好
悪
の
上
に
決
定
し
よ
う
と
す
る
。
子
貢
は
大
衆
を
全
体
と
し
て
信
頼
し
う
る
も
の
と
し
、
孔
子
は
そ
の
中
に
彼
の
判
断
に
よ
る
質

孔
子
は
大
衆
の
善
者
と
不
善
者
の
そ
れ
ぞ

の
毛
一
た
を
設
定
し
そ
の
均
衡
の
上
に
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
衛
霊
公
第
二
八
章
に
「
子
日
く
、
衆
之
を
悪
め
ば
、
必
ず
こ
れ
を
察
し
、

衆
之
を
好
め
ば
、
必
ず
こ
れ
を
察
す
」
と
あ
る
の
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
質
の
差
を
決
定
し
、
即
ち
「
察
す
」
る
の
は
孔
子
で
は
自
己

の
判
断
で
あ
る
。

四

子
貫
目
、
管
仲
非
仁
者
興
、
桓
公
殺
公
子
糾
、

不
能
死
、
又
相
之
、
子
日
、
管
仲
相
桓
公
覇
諸
侯
、

一
匡
天
下
、
民
到
子
今
受

其
賜
、
徴
管
仲
、
五
日
其
被
髪
左
柾
失
、
畳
若
匹
夫
匹
婦
之
潟
諒
也
自
経
於
溝
漬
而
莫
之
知
也
、

(憲問、

/¥ 
¥ノ

前
出
の
八
二
二

V
に
お
い
て
も
見
う
る
よ
う
に
、
子
路
と
子
貢
の
両
者
が
同
じ
よ
う
な
質
問
を
孔
子
に
す
る
例
が
若
干
あ
る
が
、

れ

も
そ
の
一
例
で
、

」
の
章
の
す
ぐ
前
に
次
の
よ
う
な
章
が
あ
る
。

「
子
路
目
、
桓
公
殺
公
子
糾
、
召
忽
死
之
、
管
仲
不
死
、

日
未
仁
手
、

内
切
ノ
ー

子
日
、
桓
公
九
合
諸
侯
、

不
以
兵
車
、
管
仲
之
力
也
、
如
其
仁
、
如
其
仁
」
(
憲
問
、

一
七
三
こ
れ
で
見
る
と
質
問
も
返
答
も
似
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
子
路
に
対
し
て
孔
子
は
桓
公
が
諸
侯
に
覇
者
と
な
る
の
に
兵
車
の
力
(
武
力
)
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
は
管
仲
の
功
績
で
あ

る
と
し
て
、
子
路
の
未
仁
の
質
問
に
仁
か
否
か
を
そ
の
ま
ま
答
え
て
い
る
ο

」
れ
に
対
し
本
章
で
は
子
貢
に
そ
の
中
国
文
化
擁
護
の
功
績

と
、
匹
夫
匹
婦
の
諒
と
の
比
較
の
形
式
で
、

即
ち
「
宣
若
」
の
語
で
答
え
て
い
る
。
孔
子
は
彼
へ
の
返
答
に
は
、
功
績
の
数
量
的
対
比
を

っ
か
う
の
を
適
当
と
み
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
子
路
と
子
賞
の
相
違
に
応
じ
た
返
答
様
式
と
し
て
理
解
し
う
る
。

二
五
、
子
日
、

君
子
道
者
三
、
我
無
能
正
局
、
仁
者
不
憂
、
智
者
不
惑
、
勇
者
不
催
、

子
貢
日
、
夫
子
自
導
也
、

(
憲
門
、
コ
一
O
〉

孔
子
が
、
自
ら
を
評
し
た
と
理
解
す
る
子
貢
、

こ
れ
は
彼
自
ら
が
評
価
者
で
あ
る
が
故
に
こ
の
言
が
あ
る
と
言
え
る
Q

二
六
、
子
貢
方
人
、
子
日
、
賜
也
賢
乎
我
夫
、
我
則
不
暇
、

(
憲
問
、
一
一
一
一
〉

北
大
文
学
部
紀
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論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

こ
の
章
は
八
二
五
V
の
次
に
な
ら
ん
で
い
る
Q

八
二
五
V
が
礼
子
の
自
評
を
子
貢
が
指
摘
す
る
の
に
対
し
、

」
こ
で
は
孔
子
が
彼
の
人

を
「
方
」
ず
る
こ
と
を
批
評
し
て
い
る
Q

論
語
で
は
こ
の
章
の
次
に
憲
問
篇
第
三
二
章
「
子
日
、

か
れ
て
い
る
。

不
患
人
之
不
巴
知
、
患
其
不
能
」
が
お

と
こ
ろ
で
八
二

V
で
あ
げ
た
学
而
篇
第
一
五
章
「
子
貢
目
、
貧
而
無
謡
、
富
而
無
瞬
、
何
如
、
孔
子
日
、
:
:
・
」
の
次
の

(
注
)

不
患
人
之
不
己
知
、
患
〔
己
〕
不
知
〔
人
〕
也
し
で
あ
る
。
論
語
に
は
重
出
す
る
章
句
が
若
干
存
在
す
る
が
、
次

第
一
五
章
が
「
子
日
、

の
二
章
も
先
の
二
章
と
類
似
す
る
。

子
日
、

不
患
無
位
、
患
所
以
立

不
患
莫
己
知
、
求
震
可
知
、

(
里
仁
、

回
、、ー./

子
日
、

君
子
病
無
能
君
、

不
病
人
之
不
己
知
也
、

(
街
笠
公
、

一
九
)

右
の
四
章
の
外
に
、
衛
霊
公
篇
で
は
第
二

O
章
の
次
に
、

子
日
、
君
子
病
没
世
而
名
不
稿
鷲
、

子
日

君
子
求
諸
己
、
小
人
求
諸
人

20 -

が
な
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
一
貫
し
て
眺
め
る
と
き
、
自
己
の
能
力
の
反
省
を
孔
子
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
か
ら
、

本
章
は
こ
の
よ
う
な
章
を
次
に
附
せ
ら
れ
う
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

「
子
貢
方
人
し
に
つ
い
て
、
鄭
本
は
方
を
詩
に
作
る

と
釈
文
に
あ
る
が
、

史
記
仲
尼
弟
子
列
伝
で
こ
の
章
に
関
係
す
る
も
の
を
見
る
と
、

「
子
貢
利
口
巧
辞
な
り
、
孔
子
常
に
其
の
鼎
を
知

「
喜
み
て
人
の
美
を
揚
ぐ
れ
と
も
、
人
の
過
を
匿
す
能
は
ず
」
が
あ
る
。
前
者
は
本
章
の
孔
子
の
言
に
あ
た
る
し
、
後
者
は
人
の
評

価
を
行
っ
た
こ
と
を
示
め
し
、
誘
っ
た
と
は
記
事
か
ら
直
接
に
読
み
と
れ
な
い
Q

方
比
の
意
に
と
る
説
に
従
い
た
い
Q

既
に
分
析
し
、
第

く」、
四
章
で
更
に
論
ず
る
こ
と
で
あ
る
が
、

子
貢
は
人
を
相
対
的
に
論
ず
る
か
ら
、

」
の
説
が
最
も
適
解
で
あ
る
。

注

武
内
校
訂
の
注
を
見
ょ
。



二
七
、
子
日
、
莫
我
知
也
夫
、
子
貢
日
、
何
震
其
莫
知
子
也
、
子
日
、

不
怨
天
、

不
尤
人
、
下
拳
而
上
達
、
知
我
者
其
天
乎
、

(
憲
問
、
三
七
)

孔
子
が
自
分
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
歎
い
た
の
に
対
し

子
貢
が
「
な
ん
す
れ
ぞ
子
を
知
る
な
か
ら
ん
や
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

八
二
五
V
に
似
て
い
て
、
子
貢
の
人
物
評
価
の
能
力
を
示
め
す
。
但
し
こ
の
章
は
そ
こ
に
重
点
は
な
く
、
孔
子
の
修
養
が
自
己
の
心
を
重

視
す
る
故
に
、
彼
を
媒
介
と
し
て
「
我
れ
を
知
る
者
は
、

る
。
よ
っ
て
一
括
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
天
か
」
の
主
題
が
み
ち
び
か
れ
て
い
る
。
尚
こ
れ
は
八
二
二

V
と
似
て
い

二
八
、
子
日
、
賜
也
汝
以
予
震
多
拳
而
識
之
者
興
、
軒
目
然
、
非
山
県
、

目
、
非
也
、
予
一
以
貫
之
、

(
衛
童
公
、
三
〉

八
一
三
V
の
太
宰
問
於
子
貢
章
と
関
連
す
る
。
子
貢
が
量
で
思
考
す
る
の
に
、
孔
子
は
質
で
い
く
思
惟
方
法
を
と
っ
て
い
る
Q

孔
子
の

二
九
、
子
貢
問
錆
仁
、
子
日
、

(
街
霊
公
、

l
 

q
L
 

言
う
「
一
」
と
は
何
か
。
こ
の
答
は
八
一
二

O
V
の
「
子
貢
問
日
、
有
一
言
而
可
以
終
身
行
者
乎
:
:
:
」
の
「
恕
」
に
連
ら
な
る
。

工
欲
善
其
事
、
必
先
利
其
器
、
居
是
邦
也
、
事
其
大
夫
之
賢
者
、
友
其
士
之
仁
者
、

仁
を
為
め
る
法
を
問
う
の
に
対
し
、
孔
子
の
返
答
は
「
工
」
の
仕
事
の
手
順
を
体
得
し
た
比
鳴
を
使
用
し
て
い
る
。

O 

」
れ
は
八
一
一
一
一
V

の
太
宰
問
於
子
貢
章
や
、

八
二
八
V
子
日
賜
也
汝
以
予
矯
多
拳
而
識
之
者
山
県
、
封
日
然
、
:
:
の
多
能
、
多
曲
学
を
推
察
せ
し
め
る
。

'-ー

の

章
は
更
に
「
居
是
邦
也
」
(
ど
こ
の
邦
に
あ
っ
て
も
)
と
言
う
。
こ
れ
は
八
一

V
子
禽
問
於
子
貢
章
の
「
夫
子
至
於
是
邦
也
」
と
対
応
し
、

子
貢
が
諸
国
に
旅
行
す
る
こ
と
が
背
後
に
読
み
と
ら
れ
る
Q

こ
の
よ
う
な
問
答
は
以
下
に
あ
げ
る
よ
う
な
、
他
の
門
人
と
孔
子
と
の
問
答

(
注
)

と
こ
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
当
時
の
商
人
の
活
動
の
範
囲
が
北
は
周
、
南
は
楚
、
西
は
耳
目
東
は
斉
に
い
た
っ
た
例
も
あ
り
、
子
貢
も
外
交

官
と
し
て
で
な
く
商
人
と
し
て
も
相
当
な
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
動
し
た
で
あ
ろ
う
。

注

呉
恰

灯
下
集
、
「
鄭
国
の
商
人
」
、
頁
三
|
五
。

(
新
華
書
庖

一
九
六

O
)

北
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「
間
鵠
仁
」
を
仁
を
問
う
質
問
と
し
て
解
す
る
と
、
論
語
に
お
い
て

盤
〈
遅
間
知
、
:
:
:
問
仁
、

顔
淵
間
仁
、
子
日
、
克
己
復
理
矯
仁
、
:
:
:
(
顔
淵
、

(
子
)
日
、
仁
者
先
難
而
後
獲
、
可
謂
仁
会
、

(
潅
也
、
二
二
)

¥ーノ

仲
弓
問
仁
、
子
日
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
承
大
祭
、
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、
在
邦
無
怨
、
在
家
無
怨
、
:
:
:
(
夕
、
二
)

司
馬
牛
問
仁
、
子
日
、
仁
者
其
言
也
前
、
:
:
:
宏
、
三
)

奨
遅
問
仁
、
子
目
、
愛
人
、

奨
建
問
仁
、

(
ク
、
一
一
一
一
)

子
目
、
居
慮
恭
、
執
事
敬
、
輿
人
忠
、
難
之
夷
秋
、

不
可
棄
也
、

(
子
路
、

九

子
張
問
仁
於
孔
子
、
孔
子
目
、
能
五
者
於
天
下
、
震
仁
突
、
請
問
之
、

日
、
茶
寛
信
敏
恵
、
:
-
(
陽
貨
、
六
)

な
ど
が
あ
る
が
、
本
章
と
比
較
す
る
と
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
仁
の
一
般
論
と
も
言
え
る
も
の
で
、

こ
の
子
責
問
矯
仁
章
の
諸
国
を
旅
行

。4
n，L
 

し
、
そ
の
土
大
夫
の
賢
仁
者
と
ま
じ
わ
る
と
い
う
子
貢
的
個
性
に
比
す
べ
き
も
の
は
な
い
Q

尚
こ
こ
の
矯
仁
の
法
の
対
象
が
大
夫
と
土
と

い
う
階
級
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

O
、
子
貢
問
日
、
有
一
言
而
可
以
終
身
行
者
乎
、
子
日
、
其
恕
乎
、

己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
、

(
街
霊
公
、
二
四
)

こ
の
章
の
問
題
は
、
子
貢
が
「
一
言
」
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
関
連
あ
る
も
の
と
し
て
、

八
二
八

V
の、

「
予
れ
一
以
て
之
を

貫
く
」
が
あ
る
。
孔
子
あ
る
い
は
他
の
門
人
で

こ
の
よ
う
な
意
味
で
思
想
を
述
べ
て
い
る
の
は
、

里
仁
篇
第
一
五
章
「
子
日
、
参
乎
、

吾
道
一
以
貫
之
、
曾
子
日
、
唯
、
子
出
、
門
人
間
目
、
何
謂
也
、
曾
子
目
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
己
点
矢
一
が
他
に
あ
る
の
み
で
あ
ろ
う
。

子
路
篇
の
定
公
問
一
一
マ
一
口
而
可
以
興
邦
章
は
や
や
こ
と
な
る
。

」
れ
で
見
る
と
ず
貢
関
係
の
章
に
お
い
て
は

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

な
数
量
的
な
も
の
を
以
て
人
を
量
る
と
い
う
思
惟
と

そ
の
中
に
お
い
て
根
底
と
な
る
「
一
L

な
る
も
の
を
求
め
る
思
惟
、
あ
る
い
は
少



く
と
も
そ
れ
を
子
貢
に
教
え
よ
う
と
す
る
孔
子
の
考
え
が
存
在
す
る
と
言
え
よ
う
。
尚
、

里
仁
篇
の
曾
子
の
「
一
貫
」
と
「
忠
恕
」
は
こ

こ
で
取
り
扱
っ
て
い
る
子
貢
関
係
の
二
章
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
。

勿
論
こ
の
逆
も
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
曾
子
の
意
義
を
考
え

る
と
き
こ
う
い
う
こ
と
の
意
味
は
文
献
学
的
、
思
想
史
的
に
重
要
な
問
題
と
し
て
残
る
。

三
一
、
子
日
、
予
欲
無
言
、
子
貢
日
、
子
如
不
吾
一
口
、
則
小
子
何
述
正
局
、
子
目
、
天
何
言
哉
、

四
時
行
君
、

百
物
生
官
、
天
何
言
哉
、

(
陽
貨
、

九

八
二
七

V
と
形
式
が
極
め
て
類
似
し
、
前
者
で
は
「
子
日
、
莫
我
知
也
夫
」
に
言
い
、

れ
に
対
し
子
貢
は
こ
こ
で
は
言
語
に
す
ぐ
れ
た
弟
子
と
し
て
「
子
、
如
し
言
は
ず
、
則
ち
小
子
何
を
か
述
べ
ん
」
と
言
う
。

こ
こ
で
は
「
子
日
、
予
欲
無
言
」
と
言
う
。
こ

こ
れ
も
似
て

い
る
。
更
に
こ
れ
に
対
し
孔
子
は
「
天
何
を
言
は
ん
や
:
:
:
」
と
言
う
の
は
、

八
二
七

V
の
「
我
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
」
と
形
式
の
み

な
ら
ず
、
天
を
言
う
と
い
う
主
題
に
お
い
て
も
一
致
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
な
主
題
と
形
式
の
一
致
は
偶
然
と
は
言
え
な
い
。

し
か
も

-23 

八
八
V
で
子
貢
は
「
夫
子
の
文
章
、
得
て
聞
く
可
き
な
り
、
夫
子
の
性
と
天
道
を
言
ふ
、

得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
(
公
冶
長
、

一一一一)

と
言
っ
て
い
る
。
本
章
と
八
二
七
V
と
内
容
的
に
み
る
と
空
疏
で
あ
る
が
、
言
語
の
才
と
知
人
の
才
を
足
し
て
、
絶
対
者
で
あ
る
天
に
自

己
の
最
終
決
定
者
を
求
め
る
点
、
孔
子
は
保
守
主
義
・
唯
心
主
義
で
あ
る
。

三
二
、
子
貢
問
目
、
君
子
亦
有
悪
乎
、
子
日
、
有
悪
、
悪
稀
人
之
悪
者
、

惑
居
下
流
而
訓
上
者
、

悪
勇
而
無
稽
者
、

惑
果
敢
而
室
者
、

日
、
賜
也
亦
有
悪
也
、

悪
徴
以
矯
智
者
、
悪
不
遜
以
震
勇
者
、
悪
許
矯
直
者
、

(
陽
貨
、
三
四
)

こ
の
章
は
人
を
悪
む
場
合
、
即
ち
悪
い
評
価
を
す
る
と
い
う
場
合
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

の
章
及
び
八
二
三

V
の
子
貢
問
日
郷
人
皆
好
之
章
の
外
に
、

」
れ
と
似
た
も
の
と
し
て
論
語
中
に
は

~ 

'--

一
、
子
目
、
唯
仁
者
、
能
好
人
、
能
悪
人
、

(
皇
仁
、
コ
一
)

北
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二
、
子
目
、
衆
惑
之
、

必
察
克
、
衆
好
之
、

必
察
正
局
、

(
衛
霊
公
、
二
八
)

悪
鄭
芦
之
凱
雅
柴
也
、
悪
利
口
之
覆
家
邦
者
、

四
、
子
目
、
年
四
十
而
見
悪
鴬
、
其
終
也
己
、
(
陽
貨
、
二
六
〉

三
、
子
日
、

悪
紫
之
奪
朱
也
、

(楊貨、

)'1、
¥}ノ

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
章
と
比
べ
る
と
、

こ
れ
ら
は
人
を
悪
む
こ
と
の
問
題
に
つ
い
て
特
に
深
く
考
え
た
と
言
う
ほ
ど
で
は
な
い
。
こ
の
章

で
は
、
子
貢
が
悪
む
こ
と
に
つ
い
て
孔
子
に
た
ず
ね
、
孔
子
の
答
え
を
得
て
、

更
に
自
己
の
所
見
を
の
ベ
る
形
式
を
と
っ
て
い
て
、
子
貢

は
孔
子
に
対
等
に
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
両
者
の
表
現
を
比
べ
て
見
る
と
、
孔
子
が
「
惑
勇
而
無
櫨
者
」
と
言
う
の
に
対
し
、

子
貢
は
そ
の
勇
が
名
と
実
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

「
悪
不
遜
以
震
勇
者
」
、
す
な
わ
ち
不
遜
を
勇
と
み
な
し
て
あ
っ
か
う
こ

と
を
悪
ん
で
い
る
。
子
貢
に
お
い
て
は
孔
子
の
「
勇
而
無
理
」
と
い
う
こ
と
以
前
、
す
な
わ
ち
そ
の
よ
う
な
勇
は
勇
で
は
な
く
、
「
不
遜
」
で

-24ー

は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
見
え
る
。
彼
の
悪
む
の
は
、
不
遜
が
勇
で
あ
り
、
徴
が
智
、
一
計
が
直
で
あ
る
と
「
以
矯
L

す
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
れ
ば
「
砂
糖
の
味
付
が
甘
す
ぎ
る
の
を
悪
む
」
の
と
、

「
甘
い
も
の
な
ら
砂
糖
だ
と
す
る
の
を
悪
む
」

の
と
の
ち
が
い
で
は
な
か
ろ

う
か
。
商
業
に
お
け
る
不
正
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
、
子
貢
の
悪
ん
だ
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
Q

」
れ
は
名
と
実
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え

て
い
る
点
、
孔
子
の
正
名
思
想
と
つ
な
が
る
。

正
名
思
想
は
子
路
篇
の
第
三
章
に
あ
る
子
路
と
孔
子
の
問
答
に
あ
ら
わ
れ
、

そ
の
意
味
で
も
こ
の
章
と
対
比
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

子
を
待
ち
て
政
を
魚
さ
し
む
れ
ば
子
持
に
突
を
か
先
に
せ
む
。
子
日
く
、
必
ず
名
を
正
さ
む
か
。
子
路
日

も
の
い
は

く
、
是
れ
あ
る
か
な
、
子
の
迂
な
る
、
実
ぞ
そ
れ
正
さ
む
。
子
日
く
、
野
な
る
か
な
由
や
、
君
子
は
そ
の
知
ら
ざ
る
所
に
於
て
蓋
院
如
、
ず
、

る。

「
子
路
日
く
、
衡
の
君
、

名
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
言
順
は
れ
ず
、

言
順
は
れ
ざ
れ
ば
事
成
ら
ず
、

故
に
君
子
名
さ
つ
く
れ
ば
必
ず
言
ふ
べ
き
な
り
、

言
へ
ば
必
ず
行

ふ
べ
き
な
り
、
君
子
は
其
言
に
於
て
有
く
す
る
所
な
き
の
み
」
(
武
内
木
「
論
語
」
の
校
訂
に
よ
る
)

Q

孔
子
の
子
路
篇
に
お
け
る
正
名
は
、
衛

aト



国
の
階
級
秩
序
の
崩
壊
を
契
機
と
し
て
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
内
容
よ
り
し
て
明
白
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
本
章
で
の
子
貢
の
言
に

斗
i
ht
 
こ
の
よ
う
な
階
級
的
思
惟
は
認
め
ら
れ
ず
、

む
し
ろ
質
的
に
対
等
の
両
者
と
い
う
思
惟
即
ち
商
業
的
な
も
の
が
契
機
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
我
々
は
儒
家
に
お
け
る
正
名
思
想
の
成
立
に
可
能
性
と
し
て
こ
こ
で
示
め
し
た
二
つ
の
も
の
を
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る

ま
い
か
。
尚
、
以
上
論
じ
た
中
で
使
用
し
た
「
名
と
実
」
に
お
い
て

八
二

O
V
で
一
部
め
し
た
文
即
質
と
い
う
子
貢
的
思
惟
が
存
在
す
る

}
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

三
三
一
、
子
貢
目
、
約
之
不
善
也
、

不
如
是
之
甚
也
、
是
以
君
子
悪
居
下
流
、
天
下
之
悪
皆
蹄
駕
、

(
子
張
、
二

O
)

「
天
下
の
悪
皆
蹄
す
」
と
い
う
数
量
的
な
思
惟
方
法
が
、

較
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

「
君
子
下
流
に
居
る
を
悪
む
」
を
受
け
て
い
る
。
又

「
約
の
不
善
」
と
比

三
回
、
子
貢
回
、

君
子
之
過
也
、
如
日
月
之
蝕
荒
、
過
也
人
皆
見
之
、
更
也
人
皆
仰
之
、

(
子
張
、
二
一
)

-25ー

こ
の
章
も
彼
の
関
心
が
人
間
の
評
価
に
あ
る
こ
と
を
示
め
し
て
い
る
。

三
五
、
街
公
孫
朝
間
於
子
貢
目
、
仲
尼
高
拳
、
子
貢
日
、
文
武
之
道
、
未
墜
於
地
、

在
人
、
賢
者
識
其
大
者
、

不
賢
者
識
其
小
者
、
莫

不
有
文
武
之
道
正
局
、
夫
子
荒
不
良
平
、
而
亦
何
常
師
之
有
、

(
子
張
、
一
一
二
)

評
価
で
も
あ
る
。
質
問
は
「
仲
尼
鷲
拳
」
、

か
ら
も
、
ど
こ
に
お
い
て
も
学
び
、

こ
の
問
答
は
孔
子
の
学
問
の
経
歴
を
た
ず
ね
て
い
る
点
、
再
三
出
た
孔
子
の
「
多
拳
」
、

(
注
)

こ
れ
は
「
孔
子
は
ど
こ
で
拳
ん
だ
か
」
と
訳
さ
れ
る
が
、

「
多
事
」
に
関
係
し

又
孔
子
の
学
の
数
量
的

一
定
の
師
は
な
か
っ
た
と
い
う
趣
旨

ま
さ
し
く
「
多
皐
」

返
答
は
孔
子
は
賢
者
か
ら
も
不
賢
者

「
多
事
」
を
子
貢
は
こ
こ
で
確
認
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

注

こ
の
鷲
字
に
つ
い
て
、
古
典
中
国
語
文
法
(
太
白
辰
夫
・
株
式
会
社
大
安
)
一
員
五
、
五

C
、
六

O
を
参
照
G
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三
六
、
叔
孫
武
叔
語
大
夫
於
朝
日
、
子
貢
賢
於
仲
尼
、
子
服
景
伯
以
告
子
貢
、
子
貢
日
、
壁
画
諸
宮
情
、
賜
之
賭
也
及
肩
一
、
関
見
室
家
之

好
、
夫
子
之
措
也
教
似
、
不
得
其
門
而
入
、
不
見
宗
廟
之
美
百
官
之
富
、
得
其
門
者
或
寡
失
、
夫
子
之
云
、
不
亦
宜
乎
、

(
子
張
、
二
一
二
)

叔
孫
武
叔
は
孔
子
と
子
貢
を
比
較
し
、
子
貢
を
賢
な
り
と
評
価
す
る
。

子
貢
は
自
分
と
孔
子
と
を
比
較
し
う
る
も
の
と
し
て
同
じ
く
把

そ
れ
を
踏
の
高
低
と
い
う
数
量
に
よ
っ
て
比
仏
慨
し
て
い
る
。

而
、
一
八
〉
の
孔
子
評
の
態
度
と
全
く
こ
と
な
る
。
彼
と
師
と
の
聞
に
徳
、
才
に
お
い
て
、
彼
は
断
絶
を
全
く
感
じ
て
い
な
い
こ
と
が
読
み

握
し
、

後
に
第
四
章
の
分
析
中
に
示
め
す
顔
同
(
子
卒
、
二
)
や
子
路
(
述

と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三
七
、
叔
孫
武
叔
虫
仲
尼
、
子
貢
目
、
無
以
潟
也
、
仲
尼
不
可
段
也
、
他
人
之
賢
者
丘
陵
也
、
猶
可
蹄
也
、

仲
尼
日
月
也
、
無
得
而
蹴

駕
、
人
難
欲
自
絶
、
其
何
傷
於
日
月
乎
、
多
見
其
不
知
量
也
、

(
子
張
、
二
四
)

-26 -

八
三
六
V
に
お
い
て
自
己
を
「
及
肩
」
の
高
さ
の
暗
に
、
孔
子
を
「
数
似
」
の
高
さ
の
そ
れ
に
壁
画
え
た
子
貢
は
、
こ
の
章
で
叔
孫
武
叔

に
盟
ら
れ
た
孔
子
に
つ
い
て
、
他
人
の
賢
者
を
丘
陵
に
、
孔
子
を
日
月
に
壁
画
え
て
い
る
。
数
量
的
な
評
価
の
一
種
と
み
な
し
て
よ
か
ろ

私
九
事
品
目
i
h
h
虫芯

ぅ
。
特
に
言
葉
の
最
後
に
、
武
叔
の
よ
う
な
発
言
を
ば
「
多
見
其
不
知
量
也
」
と
し
て
数
量
を
知
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、

彼
独

自
の
表
現
と
言
え
る
。

三
一
八
、
陳
子
禽
謂
子
貢
目
、
子
潟
恭
也
、
仲
尼
宣
賢
於
子
乎
、
子
貫
目
、
君
子
二
一
百
以
翁
智
、

子
之
不
可
及
、
猶
天
之
不
可
階
而
升
也
、
夫
子
得
邦
家
者
、
所
謂
立
之
斯
立
、
導
之
斯
行
、
絞
之
斯
来
、
動
之
斯
和
、

一
言
以
矯
不
智
、

言
不
可
不
慣
也
、
夫

其
生
也

柴
、
其
死
也
京
、
如
之
何
其
可
及
也
、

(
子
張
、
二
五
)

陳
子
禽
は
八
一

V
に
お
い
て
孔
子
の
こ
と
を
尋
ね

本
章
で
は
孔
子
よ
り
も
子
貢
を
賢
る
と
し
て
い
る
。
子
張
篇
の
こ
の
章
を
含
め
て



連
続
し
て
三
章
ほ
ど
孔
子
の
批
判
が
集
ま
り
、

そ
れ
が
子
貢
へ
の
賞
讃
と
か
ら
ま
っ
て
い
る
の
は
、

子
張
篇
中
の
子
貢
語
録
の
群
が
子
貢

の
門
弟
系
統
で
あ
つ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
め
し
、

そ
の
当
時
の
子
貢
の
評
価
の
高
さ
を
反
映
し
て
い
る
。
但
し
注
目
す
べ
き

は
、
本
章
で
の
孔
子
、
が
「
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
は
、

天
の
梯
子
を
ふ
ん
で
升
る
べ
か
ら
ざ
る
」
よ
う
な
も
の
と
言
は
れ
て
い
る
こ
と
で
、

八
三
六
V
の
中
で
ふ
れ
た
顔
悶
と
子
路
の
孔
子
評
の
態
度
と
近
似
し
て
い
る
Q

し
か
も
一
邦
家
を
得
む
と
き
は
:
:
」
と
い
う
言
葉
は
、

八一

V
と
関
連
し
つ
つ
、

よ
り
抽
象
的
で
あ
る
ο

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、

本
章
は
子
賞
と
孔
子
の
対
比
と
い
う
子
賞
系
統

特
有
の
表
現
形
式
を
ふ
み
つ
つ
、
孔
子
の
絶
対
化
・
理
想
化
が
そ
の
学
派
内
で
存
在
し
た
こ
と
を
示
め
す
も
の
と
言
え
る
。

附
注
子
張
篇
の
成
立
に
つ
い
て
、
筆
者
の
「
論
語
子
張
篇
の
研
究
」
日
本
中

国
学
会
報
第
十
集
を
参
照
の
こ
と
。

第
四
章

子
貢
及
び
孔
子
の
哲
学
の
構
造
と
性
格

ヴ

t
η
4
 

こ
れ
ま
で
、
論
語
に
お
け
る
子
貢
関
係
の
全
て
の
章
を
、

そ
の
編
集
の
順
に
遂
次
に
本
研
究
の
立
場
か
ら
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
の
結

「
一
一
一
口
語
」
の
人
で
あ
り
、
人
を
批
判
す
る
人
で
あ
り
、
商
業
に
従
事
し
て
成
功
し
た
人
で
あ

果
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
を
ま
と
め
る
と
、

る
と
い
う
史
記
の
記
事
は
全
く
正
し
い
と
言
え
る
。
し
か
し
こ
う
言
い
切
る
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

彼
が
商
人
と
し
て
有
能
で
あ
り
成
功
し
て
い
た
こ
と
は
、

孔
子
が
「
賜
や
命
を
受
け
ず
し
て
貨
殖
す
、
憶
す
れ
ば
則
ち
屡
々
中
る
し

八
一
八
V
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
し
、

又
彼
の
諸
国
の
要
路
に
対
す
る
勢
力
も
、
子
禽
が
「
夫
子
の
是
の
邦
に
至
る
や
云
々
」

八一

V
の
質
問
を
し
て
い
る
こ
と
、

孔
子
が
彼
の
為
仁
を
問
う
の
に
「
是
の
邦
に
居
り
て
や
、

そ
の
大
夫
の
賢
者
に
事
へ
、
其
の
土
の
仁

者
を
友
と
せ
よ
」
八
二
九
V
と
い
う
答
え
方
を
し
、

「
何
如
か
斯
れ
土
と
謂
ふ
べ
き
や
」
に
対
し
第
一
に
「
己
を
行
い
て
恥
あ
り
、

四
万

北
大
文
学
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論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

に
使
し
て
君
命
を
辱
め
ず
」
と
答
え
て
い
て

他
の
弟
子
へ
の
教
え
と
明
白
に
こ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。
彼

の
合
理
主
義
も
、

彼
が
こ
の
よ
う
な
国
際
的
視
野
を
も
ち
新
興
の
商
人
階
級
の
有
能
な
一
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
理
解
し
う
る
。

「
子
貢
、

告
朔
の
餓
羊
を
去
ら
ん
と
欲
す
」
八
四
V
、

「
子
貢
日
〈
、

夫
子
の
文
章
は
得
て
聞
く
可
き
な
り
、
夫
子
の
性
と
天
道
を
言
ふ
、
得
て
聞

く
可
か
ら
ざ
る
な
り
し
八
八

v。

か
く
て
彼
は
人
間
の
才
能
を
ば
商
品
と
し
て
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
「
子
貢
日
く
、
斯
に
美
玉
あ
り
、

ひ
つ
ぎ
に
つ
つ
み
て
蔵
せ
む
か
、

善
買
を
求
め
て
泊
ら
む
か
」
八
一
四
V
o

」
の
点
は
孔
子
も
同
じ
で

「
子
日
く
、
前
ら
む
か
な
、
枯
ら
む
か
な
、
我
は
買
を
待
つ
も
の

な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。

才
能
を
商
品
と
考
え
う
る
こ
と
は
、
そ
の
価
値
の
高
下
を
論
ず
る
こ
と
に
つ
ら
な
る
。
孔
子
は
彼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
子
貢
、
人
を
方
す
。
子
日
く
賜
や
我
れ
よ
り
賢
な
る
か
な
、
我
は
則
ち
暇
あ
ら
ず
」
八
二
六
V
o

才
能
や
業
績
に
よ
っ
て
比
較
し
て
(
方
し
て
)
行
う
こ
と
を
孔
子
が
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、

」
れ
は
子
貢
が
人
の
評
価
を
、
そ
の
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そ
れ
で
は
孔
子
は
評
価
を
し
な
か
っ
た
か
と

一
口
え
ば

孔
子
も
そ
の
弟
子
や
古
今
の
人
物
を
と
ら
え
て

「
子
、
公
冶
長
を
謂
う
:
:
:
」
の
形
式
で
非
常
に
数
多
く
行
っ
て
い
る
ο

公

冶
長
篇
の
ほ
と
ん
ど
全
部
と
、
旅
也
篇
の
前
半
を
見
る
だ
け
で
こ
の
こ
と
は
証
明
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
反
し
て
孔
子
と
子
貢
以

外
の
弟
子
が
行
っ
て
い
る
場
合
は
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
も
明
白
な
事
実
で
あ
る
。

」
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
物
評
価
と
い
う
こ
と

が
孔
子
と
子
貢
に
き
わ
め
て
顕
者
な
共
通
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
共
通
の
特
徴
は
そ
の
表
現
や
思
惟

方
法
に
お
い
て
も
共
通
で
あ
る
で
あ
ろ
う
か
Q

以
下
ま
ず
子
貢
に
つ
い
て
考
え
て
見
ょ
う
。

子
貢
が
孔
子
に
特
定
個
人
の
評
価
を
求
め
る
例
は
、
孔
文
子
八
九
V
・
伯
夷
叔
斉
八
一
一
一

v
・
管
仲
八
二
四
V
な
ど
で
あ
る
が
、
彼
が

相
対
的
評
価
を
求
め
た
の
は
「
子
貢
問
ふ
、
師
と
商
と
執
れ
か
賢
な
る
か
」
八
一
七
V
、
孔
子
に
相
対
的
評
価
を
問
は
れ
、
数
量
的
に
答



え
て
い
る
の
‘
は

「
子
、
子
貢
に
謂
ひ
て
日
く
、

な
ん
じ
と
悶
や
執
れ
か
愈
れ
る
。
封
へ
て
日
く
、
賜
や
何
ぞ
敢
て
同
を
望
ま
ん
、

|司
や

一
を
聞
き
て
以
て
十
を
知
る
、
賜
や
一
を
聞
き
て
以
て
こ
を
知
る
。

子
日
く
:
:
:
」
八
六
V
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
彼
は
自
己
の
評

価
に
つ
い
て
も
孔
子
に
質
す
、

「
子
貢
問
ひ
て
日
く
、
賜
や
如
何
ο

子
日
く
な
ん
じ
は
器
な
り
0

・
:
し

八
五
V
と
い
う
、
自
己
の
商

日
間
化
を
為
し
て
い
る
。
更
に
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
彼
は
孔
子
を
も
相
対
的
或
は
数
量
的
に
評
価
し
て
い
る
。
論
語
を
遂
次
に
め
く
る
と

お
お

「
固
よ
り
天
の
ゆ
る
せ
る
将
い
な

「
夫
子
の
求
む
る
や
、
其
れ
こ
れ
人
の
之
を
求
む
る
に
異
な
る
か
」
八
一

V
と
言
う
の
に
は
じ
ま
り
、

る
聖
、
又
多
能
な
り
」
八
一
コ
一

v、
「
子
日
く
、
賜
ゃ
な
ん
じ
予
を
以
て
多
く
皐
ん
で
之
を
識
る
者
と
な
す
か
。

封
へ
て
日
く
、
然
り
、

し
か
ら
ざ
る
か
。

日
く
:
:
」
八
二
八
V
、
衡
の
公
孫
朝
の
聞
い
に
答
え
て
「
夫
子
荒
く
に
か
撃
ば
ざ
る
、
亦
何
の
常
の
師
か
之
れ
有
ら

人
の
賢
者
は
丘
陵
な
り
、

ん
し
八
一
二
五
V
と
多
学
を
以
て
認
め
、
す
す
ん
で
孔
子
の
賢
を
ば
、
「
賜
の
踏
や
肩
に
及
ぶ
」
「
夫
子
の
臓
や
数
似
」
八
一
二
六
V
、
又
「
他

八
三
七
V
、

な
お
鴎
ゆ
ぺ
き
な
り
」

「
仲
尼
は
日
月
な
り
、
得
て
蹄
ゆ
る
な
し
L

「
夫
子
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る

m
d
 

な
お
天
の
階
し
て
升
る
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
」
八
三
八
V
と
比
喰
し
て
い
る
。

孔
子
を
諸
人
が
批
評
し
て
い
る
も
の
を
あ
げ
る
と

子
貢
と
関
係
の
あ
る
既
出
の
八
一
・
二
五
・
二
一
五
・
一
二
六
・
三
七
・
三
八
V
の
他

に
、
わ
ず
か
に

儀
封
人
請
見
、

日
、
君
子
之
至
於
斯
者
、
吾
未
嘗
不
得
見
也
、
従
者
見
之
、
出
日
、

二
三
子
何
患
於
喪
乎
、
天
下
之
無
道
久
会
、
天

将
以
夫
子
負
木
鐸
、

(
八
伶
、
二
四
)

達
巷
窯
人
目
、
大
哉
孔
子
、
博
曲
学
而
無
所
成
名
、
子
聞
之
、
謂
門
弟
子
日
、
五
日
何
執
、
執
御
乎
、
執
射
乎
、
五
日
執
御
突
、
(
子
卒
、
二
)

顔
淵
晴
然
歎
目
、
仰
之
輔
古
向
、
讃
之
繭
堅
、
謄
之
在
前
、
忽
駕
在
後
、
夫
子
循
循
然
善
誘
人
、
博
我
以
文
、
約
我
以
閥
、
欲
罷
不

能
、
既
掲
吾
才
、
如
有
所
立
卓
爾
、
雌
欲
従
之
、
未
由
也
己
、

(子卒、

一
一¥J  

北
大
文
学
部
紀
要



論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

の
三
章
を
見
出
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
尚
、
も
う
一
章
き
わ
め
て
興
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。

「
葉
公
、
孔
子
を
子
路
に
間
ふ
。
子
路
封

へ
ず
、

子
日
く
、

な
ん
じ
な
ん
ぞ
日
は
ざ
る
、

そ
の
人
と
な
り
や
憤
を
発
し
て
食
を
忘
れ
、

楽
し
ん
で
以
て
憂
を
忘
れ
、
老
の
特
に
至
ら

ん
と
す
る
を
知
ら
ざ
る
の
み
と
」
(
述
而
、
一
八
百
以
上
の
諸
章
を
な
が
め
る
と
、
達
巷
の
党
人
が
博
学
で
評
価
す
る
以
外
、
弟
子
で
は
顔

同
も
子
路
も
子
貢
と
は
こ
の
点
で
全
く
相
違
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
子
買
の
人
物
評
価
の
独
自
性
は
明
白
で
あ
る
。
右
の
点
を
更
に
駄
目

を
押
じ
て
、
孔
子
の
自
己
評
価
に
お
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

(
一
)
子
日
、
述
而
不
作
、
信
而
好
士
口
、
縞
比
於
我
老
長
、

(
述
而
一
)

(
二
)
子
日
、
飯
読
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
融
市
亦
在
其
中
会
、

(
三
)
子
日
、
加
我
数
年
、
五
十
以
塾
、
易
可
以
無
大
過
会
、

不
義
而
富
且
貴
、
於
我
如
浮
雲
、

" イシ

一
五
)

/ヘ

ク

一
六
)

(
四
)
菜
公
開
孔
子
於
子
路
、
子
路
不
封
、
子
目
、
汝
笑
不
日
、
其
潟
人
也
、
愛
憤
忘
食
、
業
以
忘
憂
、

不
知
老
之
将
至
云
爾
、
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(
夕
、
一
八
〉

(
五
)
子
目
、
我
非
生
而
知
之
者
、
好
古
敏
而
求
之
者
也
、

f¥ 

/，-

一九〉

(
六
)
子
日
、
二
三
子
以
我
翁
隠
乎
、
五
口
無
隠
乎
潟
、
五
口
無
所
而
不
興
二
三
子
者
、
是
丘
也
、

(
七
〉
子
日
、
文
莫
吾
猶
人
也
、
拐
行
君
子
、
則
五
日
未
之
有
得
、
(
夕
、
一
二
三
)

(
八
)
子
日
、
若
聖
典
仁
則
吾
輩
敢
、
抑
矯
之
不
厭
、
諒
人
不
惜
、
則
可
謂
云
爾
己
美
、
公
西
華
日
、
(
夕
、
二
二
一
)

正
唯
弟
子
不
能
拳
也
、

旬、.

(
夕
、
三
一
四
〉

(
九
)
八
一
三

V

(
子
開
平
パ
ム
ハ
〕

(一

O
)
牢
日
、
手
云
吾
不
試
故
妻
、

(
夕
、
七
)



三
一
〉
子
日
、
吾
有
知
乎
哉
、

無
知
也
、
有
郁
夫
、
来
間
於
我
空
空
如
也
、
我
叩
其
雨
端
而
掲
君
、

(
ク
、
八
)

(
一
一
一
)

八
二
七
V

(
憲
問
、
三
七
〉

三
一
ニ
)
逸
民
伯
夷
、
叔
持
、
虞
仲
、
夷
逸
、
朱
張
、
柳
下
謀
、
少
一
連
、
子
日
、

不
降
其
志
、

不
辱
其
身
、
伯
夷
叔
部
門
興
、
謂
柳
下
窓

少
語
、
降
志
辱
身
失
、

言
中
倫
、
行
中
慮
、
其
斯
而
己
突
、
謂
虞
中
夷
逸
、

隠
居
放
召
一
口
、
身
中
清
、
殿
中
国
催
、

我

則

異

於

是
、
無
可
無
不
可
。

(
微
子
、
人
)

以
上
の
諸
章
を
考
察
す
る
と
、
孔
子
は
子
貢
の
よ
う
に
比
較
し
数
量
的
に
表
現
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
何
と
か
自
己
を
こ
う
い
う
も

の
と
し
て
、
積
極
的
に
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
読
み
と
ら
れ
る
。

「
縞
か
に
我
が
老
桜
に
比
す
L

、

「
是
れ
丘
な
り
」
、

「
則
ち
し
か

の
み
と
謂
ふ
ベ
し
L

「
太
宰
我
れ
を
知
る
か
」

「
我
れ
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
」
、
「
我
れ
は
則
ち
是
れ
に
異
る
」
等
。
他
者
に
対
し
自
己

の
価
値
を
し
め
し
て
売
り
こ
む
気
慨
、

こ
れ
は
師
弟
と
も
に
共
通
と
言
え
る
。

し
か
も
こ
こ
で
我
々
が
問
題
と
し
て
い
る
表
現
と
思
惟
方

i
 

q
ノ

法
と
に
お
い
て
、
子
貢
と
孔
子
と
で
は
異
な
る
こ
と
も
亦
明
ら
か
で
あ
る
o

こ
の
相
違
は
既
に
示
め
し
た
孔
子
の
子
貢
に
つ
い
て
の
批
評
、

「
子
貢
、
人
を
方
す
。
子
日
く
、
賜
や
我
れ
よ
り
賢
な
る
か
な
、
我
は

則
ち
暇
あ
ら
ず
」
八
二
六
V
の
一
「
方
す
」
と
は
、

比
較
す
る
の
意
で
あ
る
こ
と
を
知
る
な
ら
ば
子
貢
の
批
評
方
法
に
相
対
的
評
価
が
き
わ

め
て
多
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
評
価
そ
の
も
の
で
は
な
く

そ
の
方
法
を
こ
と
に
し
て
い
る
の
に
も
と
づ
く
非
難
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。
更
に
「
子
日
く
、
吾
れ
の
人
に
お
け
る
や
、
誰
れ
を
致
り
誰
れ
を
か
誉
め
ん
、
如
し
誉
め
る
べ
き
者
あ
ら
ば
、

そ
れ
試
み
る
と
こ
ろ
あ
り
、

:
:
1一
(
街
護
公
、
二
五
)
を
見
る
な
ら
ば
、
孔
子
の
人
物
評
価
は
、

そ
の
事
実
、
本
質
に
も
と
ず
く
も
の
、
そ

の
も
の
ず
ば
り
の
評
価
を
ょ
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
孔
子
の
を
絶
対
的
批
評
と
す
れ
ば
、
子
貢
の
は
相
対
的
批
評
で
あ

る
と
言
え
る
。
相
対
的
で
あ
る
が
故
に
、

そ
の
才
能
や
業
績
を
数
量
的
に
表
現
し
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
顔
同
と
自
己
と
の
比
較
を
間
わ

北
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れ
れ
ば

一
と
十
と
を
以
て
答
え
る
の
も
、

正
に
こ
の
こ
と
に
よ
る
ο

勿
論
、
孔
子
も
幾
人
か
の
弟
子
を
な
ら
べ
て
批
評
し
て
い
る
例
が

い
く
つ
か
存
在
す
る
。
し
か
し
彼
が
言
う
場
合
は
、
十
拓
也
篇
第
八
章
の
一
如
く
、

示
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に
子
貢
に
「
な
ん
じ
と
同
と
い
ず
れ
か
ま
さ
れ
る
」
と
問
う
一
例
の
み
、

「
由
や
果
し
、

「
賜
や
逮
」
、

「
求
や
事
」
と
そ
の
本
質
を
指

」
の
場
合
に
答
え
る
の
が
子
貢
で
あ
る

一
例
の
み
が
相
対
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

子
貢
の
相
対
的
数
量
的
に
把
握
す
る
思
惟
方
法
は
、
人
聞
の
評
価
に
と
ど
ま
ら
ず
当
然
他
の
面
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
物
事
に
差
等

を
つ
け
て
思
考
し
評
価
す
る
傾
向
で
あ
る
。

八
一
九
V
に
お
い
て
、
政
を
問
う
た
の
に
、

孔
子
の
答
え
た
「
食
を
足
ら
し
め
、
兵
を
け
え
ら

し
め
、
民
を
し
て
信
あ
ら
し
め
よ
」
に
対
し
て
、

そ
の
重
要
度
の
差
別
を
た
ず
ね
て
、
順
次
に
最
も
必
要
な
も
の
は
何
か
に
至
っ
て
い

る
。
又
八
一
一
二

V
に
お
い
て
も
「
土
」
に
つ
い
て
た
ず
ね

「
敢
て
其
の
次
を
問
ふ
」
を
く
り
か
え
し
て

差
等
的
価
値
づ
け
を
求
め
て

32 

い
る
。こ
の
よ
う
な
相
対
的
・
数
量
的
・
差
等
的
な
考
え
方
は
、

そ
の
前
提
と
し
て
そ
の
同
質
性
に
注
意
す
る
が
、

具
質
性
に
よ
る
差
等
を
問

題
に
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
異
質
な
も
の
を
相
対
的
に
数
量
的
に
差
等
的
に
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
、

又
し
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。

八
三
二

V
に
お
い
て
緩
々
考
察
し
た
名
と
実
と
の
一
致
を
求
め
、

不
一
致
を
悪
む
べ
き
だ
と
す
る
考
え

八
二

O
V
に
お
け
る
文

と
質
と
の
相
即
不
離
、

全
三
C
V
の
郷
人
の
質
の
無
視
な
ど
は

」
の
問
題
に
対
す
る
子
貢
の
立
場
を
最
も
よ
く
一
部
め
し
て
い
る
Q

こ
の

こ
と
を
人
間
関
係
に
お
い
て
見
る
と
、
八
七
V
に
お
い
て
彼
が
っ
我
れ
人
の
こ
れ
を
我
れ
に
加
ふ
る
を
欲
せ
ざ
る
や
、

五
日
れ
も
亦
こ
れ
を
人

に
加
ふ
る
を
一
欲
せ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
安
易
に
自
己
と
他
人
と
の
間
に
通
じ
う
る
も
の
を
認
め
る
立
場
と
な
り
、

自
己
自
身
の

修
養
に
お
い
て
も

(
貧
に
し
て
へ
つ
ら
ふ
な
く
、

富
み
て
お
ご
る
な
け
ん
」
八
二
V
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
他
人
を
媒
介
と
す

る
。
こ
れ
が
社
会
に
対
し
て
拡
張
さ
れ
る
と
、
人
間
一
般
に
対
し
て
一
視
同
仁
的
に
行
動
せ
ん
と
す
る
。
明
快
に
そ
れ
を
あ
ら
わ
し
て
い



る
の
が

八
一
一

V
の
「
能
く
博
く
民
に
施
し
て
能
く
衆
を
情
ふ
」
こ
と
が
仁
で
は
な
い
か
と
い
う
彼
の
質
問
で
あ
る
。

宗
族
を
超
え
て
人
間
一
f

般
に
む
か
お
う
と
す
る
若
々
し
い
意
欲

」
れ
に
孔
子
の

言
葉
を
対
置
す
る
と
き
、
我
々
は
子
貢
の
思
想
に
階
級
に
と
ら
わ
れ
ず
、

を
感
じ
う
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
彼
が
当
時
に
お
け
る
真
正
の
新
興
階
級
で
あ
る
商
人
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
無
視
し
て
は
理
解
し
え

な
い
と
こ
ろ
の
、
論
語
中
に
こ
れ
ま
で
古
今
の
先
輩
諸
賢
が
見
落
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
、

当
時
の
社
会
に
お
い
て
存
在
し
た
矛
盾
の
一
長

映
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
我
々
は
子
貢
が
真
正
の
新
興
階
級
で
あ
る
商
人
と
し
て
の
思
想
を
完
全
に
も
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
え
た
。

そ

の
思
想
は
数
量
の
相
対
的
評
価
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

た
だ
ち
に
古
代
商
業
の
最
も
重
要
な
手
段
で
あ
る
権
衡
へ
は
か

り
)
の
影
響
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
論
語
の
中
に
、
こ
の
権
衡
に
関
す
る
語
は
三
個
所
に
見
え
る
が
、
そ
の
中
で
子
竿
篇
第
一
一
一
一
章
、

と

も

ゆ

「
子
日
く
、
輿
に
共
に
学
ぶ
べ
き
も
、
末
だ
血
(
に
道
に
撞
く
べ
か
ら
ず
、
血
(
に
道
に
遁
く
べ
き
も
、
未
だ
興
に
立
つ
べ
か
ら
ず
、
興
に
立

(注
i
)

つ
べ
き
も
未
だ
輿
に
権
る
べ
か
ら
ず
」
は
、
孔
子
が
「
権
」
と
い
う
こ
と
を
、
人
間
の
行
為
に
お
い
て
最
も
重
視
し
た
言
葉
で
あ
る
。
権

こ
の
こ
と
か
ら
、

q
J
 

q
B
J
 

と
は
、
両
側
の
高
さ
が
平
ら
か
で
あ
る
こ
と
(
朱
駿
戸
、
説
文
通
訓
定
戸
)
で
あ
り
、

(
注
と

そ
ろ
え
る
こ
と
を
犠
す
る
|
|
軽
重
を
は
か
る
ー
ー
ー
と
な
っ
た
。

」
れ
か
ら
左
右
の
高
さ
の
そ
ろ
う
天
秤
を
権
と
一
=
一
口
い

注

他
の
二
例
は
、
微
子
篇
第
八
章
「
陥
居
放
一
言
、
身
中
清
、
廃
中
模
L

、
完

日
篇
第
五
章
「
謹
擢
量
、
審
法
度
、
修
廃
官
」
。

藤
堂
一
明
保
「
漢
字
の
語
源
研
究
」
六
四
七
ペ
ー
ジ
参
照
。
山
川
、
加
藤
常
賢

「
『
一
子
源
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、
続
は
「
前
一
い
ろ
い
華
の
木
の
名
」
で
、
併
用

さ
れ
衡
の
鈍
(
は
か
り
の
た
ま
)
の
意
に
あ
っ
た
も
の
で
、
「
は
か
り
」

の
意
か
ら
「
権
道
」
(
か
り
の
み
ら
)
の
意
が
、
又
「
は
か
り
玉
」
は
控
室

を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
所
か
ら
権
勢
、
権
利
の
意
が
生
じ
た
。

2 

古
代
社
会
に
お
け
る
商
業
の
論
理
と
倫
理
を
し
ら
べ
る
と
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、

神
が
ハ
カ
リ
(
権
衡
)
に
よ
っ
て
死
人
の
生

前
に
お
け
る
罪
と
、
死
後
に
お
け
る
そ
の
罪
と
を
平
均
せ
し
め
る
壁
画
が
え
が
か
れ
て
い
る
Q

ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
も
、
公
平
の
思
想
は

北
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ハ
カ
リ
と
関
連
し
て
い
る
。

ハ
カ
リ
は
商
業
の
本
質
に
つ
な
が
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

そ
の
前
で
人
は
す
べ
て
対
等
に
取
引
し
、
平
等
に

分
割
に
与
り
う
る
。

こ
の
よ
う
に
人
間
と
人
間
と
が
対
等
に
平
等
に
認
め
合
う
こ
と
、

そ
こ
に
相
違
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
数
量
的

に
取
扱
い
う
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

こ
の
よ
う
な
思
惟
方
法
は
商
業
的
思
惟
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
権
衡
に
お
い
て
重
要

な
均
衡
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
均
衡
と
は
天
秤
が
計
量
の
際
に
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
正
し
い

均
衡
は
あ
ら
ゆ
る
計
量
の
場
合
を
通
じ
て
一
貫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

孔
子
が
人
物
の
評
価
に
お
い
て
、
相
対
的
評
価
の
方
法
を
と
ら
な
い
こ
と
は
、
権
し
た
結
果
の
数
値
を
比
較
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
現

実
の
商
人
は
必
ず
比
較
を
す
る
。
子
貢
の
人
物
評
価
は
比
較
し
て
い
る
。
孔
子
の
方
法
の
場
合
に
重
要
な
こ
と
は
、
天
秤
の
左
右
に
お
い

「
子
貢
問
う
、
師
と
商
と
い
ず
れ
か
賢
れ
る
。
子
日
、
師
や
過
ぎ
た
り
、
商
や
及
ば
ず
。
日
く
、
然
ら
ば

て
平
均
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

$
4町
内
C

則
ち
師
愈
れ
る
か
。
子
日
く
、
過
ぎ
た
る
は
猶
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
八
一
七
V
Q

日
く
、
未
だ
可
な
ら
ざ
る
な
り
。
郷
人
皆
之
れ
を
悪
め
ば
如
何
Q

子
日
く
、
郷
人
の
善
者
は
之
れ
を
好
み
、

「
子
貢
日
く
、
郷
人
皆
之
れ
を
好
め
ば
い
か
ん
。
子

そ
の
不
善
者
は
之
れ
を
悪
む

-34 -

に
如
か
ず
」
八
一
一
一
二
V
O
こ
の
二
例
は
数
量
を
問
題
と
す
る
子
貢
に
対
し
、

正
し
い
均
衡
を
得
た
状
態
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

附
注
孔
子
の
父
は
武
人
で
あ
っ
た
。
孔
子
自
身
は
青
年
時
代
「
委
吏
と
な

る
、
料
量
平
ら
か
な
り
、
嘗
て
司
職
の
吏
と
な
る
、
而
し
て
す
宙
蕃
息
す
」

(
孔
子
世
家
)
と
云
う
。
商
人
で
は
な
い
が
、
権
衡
に
知
識
を
も
っ
理
由

が
あ
る
。

正
し
い
均
衡
を
必
要
と
考
え
る
実
例
と
し
て
論
語
季
氏
篇
第
一
章
中
の
「
丘
也
問
、
有
国
有
家
者
不
患
寡
而
患
不
均
、

安
、
蓋
均
無
貧
、
和
無
寡
、
安
無
傾
」
が
あ
る
。
「
不
患
寡
而
患
不
均
、

(注
1
}

の
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
こ
の
均
の
解
釈
は
集
解
の
孔
註
、

不
思
賓
而
患
不

不
患
貧
而
患
不
安
」
の
寡
は
貨
に
、
貧
に
寡
に
訂
正
す
べ
し
と

皇
侃
の
義
疏
は
政
治
の
均
平
な
る
こ
と
と
し
、
朱
子
の
集
註
は
民
が
各
々
そ



の
分
を
得
る
こ
と
、
劉
宝
楠
の
正
義
は
、
爵
禄
を
班
し
田
里
を
制
す
る
を
均
平
と
す
る
が
、
い
づ
れ
も
同
じ
意
味
で
あ
っ
て
、

(注
z
a
)

富
の
均
等
分
配
を
指
す
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
又
、
孔
子
に
均
富
思
想
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
春
秋
繁
露
度
制
篇
を
見
る
と
、

孔
子
日
、
不
患
貧
而
患
不
均
、
枚
有
所
積
重
、
有
所
空
虚
妄
c

大
富
則
橋
、
大
賞
則
憂
、
憂
則
震
盗
、
騎
則
震
暴
、
此
衆
人
之
情

也
。
聖
者
則
於
衆
人
之
情
見
凱
之
所
従
生
、
故
制
人
道
市
差
上
下
也
、
使
富
者
足
以
示
貴
而
不
至
於
瞬
、
賞
者
足
以
養
生
而
不
致
於

憂
、
以
此
矯
度
而
調
均
之
。
是
以
財
不
医
而
上
下
相
安
、
故
易
治
也
、
:

」
の
均
は

と
あ
る
。
春
秋
繁
露
は
正
に
均
を
調
均
と
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
の
貧
富
に
応
じ
て
均
衡
を
え
た
制
度
を
採
用
す
べ
き
こ
と
を
、
右
の

孔
子
の
言
葉
か
ら
ひ
き
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
孔
子
の
真
意
も
こ
こ
に
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

注

2 

胡
寄
笛
「
中
国
経
済
思
想
史

上
」
第
四
章
参
照
。

F
h
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愈
機
「
群
経
平
議
」
、
楊
樹
達
「
論
語
疏
詮
」
な
ど
。

孔
子
は
論
語
に
お
い
て

「
子
日
く
、
参
ょ
、
五
日
道
は
一
以
て
之
れ
を
貫
く
。
曾
子
日
く
、
唯
。
子
出
づ
。
門
人
間
ひ
て
日
く
、
何
の

謂
ぞ
や
。
曾
子
日
く
、
夫
子
の
道
、
忠
恕
な
る
の
み
」

こ
れ
は
本
論
文
の
八
二
八
V
と
八
三

O
V
と
も

八
二
八
V
は
「
賜
や
、
汝
は
予
を
以
て
多
撃
に
し
て
之
れ
を
識
る
者
と
な
す
か
。
劃
へ
て
日
く
、
然
り
、

(
呈
仁
、
一
五
)
を
残
し
て
い
る
。

密
接
に
つ
ら
な
る
。

し
か
ら
ざ

る
か
。
日
く

し
か
ら
ず
、
予
れ
一
以
て
之
を
貫
く
」
で
あ
り

八
三

O
V
は
「
子
貢
間
ひ
て
日
く
、

一
言
に
し
て
以
て
終
身
行
ふ
べ
き

も
の
あ
り
や
。
子
日
く
、
そ
れ
恕
か
、

己
れ
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
、

人
に
施
す
勿
れ
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
者
に
つ
い
て
は
八
三
一

O
V
で
ふ

れ
た
が
、
古
来
儒
拳
史
上
で
こ
の
一
な
る
も
の
が
、
仁
の
内
容
に
連
関
し
て
極
め
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。

し
か
も
解
釈
は
多
義
に
な
が

れ
帰
一
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
我
々
は
こ
の
「
ご
を
八
二
八

V
の
中
に
見
出
す
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
子
貢
に
お
い
て
、
多
学
は
人
の

才
能
の
評
価
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
孔
子
は
否
定
し
た
。

と
こ
ろ
で
子
貢
は
八
三

O
V
で
「
一
言
」
を
求
め
て
い

北
大
文
学
部
紀
要



論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

る
。
そ
の
答
え
は
「
恕
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
章
は
曾
子
の
理
鮪
で
は
孔
子
の
一
貫
之
道
は
忠
恕
で
あ
る
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
る
。

又

八一一一一

V
及
び
子
竿
篇
第
七
章
「
牢
目
、
子
云
五
口
不
試
故
事
し
に
お
い
て
、

孔
子
の
「
多
能
」
は
君
子
階
級
の
必
須
条
件
と
し
て
否
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
、
た
孔
子
と
子
貢
の
共
通
点
と
相
違
点
と
を
考
え
て
み
る
と
、

孔
子
は
子
-
寅
の
数
量
主
義
を
否
定
し
て
い

る
が
、
商
業
的
思
考
を
濃
厚
に
も
つ
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、

そ
の
共
通
点
の
上
に
立
っ
て
数
量
を
こ
え
た
「
一
一
な
る
も
の
を
、
階
級
を

こ
え
、
即
ち
子
貢
の
数
量
主
義
を
こ
え
て
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

ハ
カ
リ
に
お
い
て
考
え
て
見
る
と

古
代
に
お
け
る
重
要

な
役
目
と
し
て
、
重
量
を
計
っ
て
く
ら
べ
る
こ
と
と
、
二
つ
の
も
の
の
均
衡
を
う
る
こ
と
と
の
二
つ
が
あ
る
う
ち
の
、

正
に
後
者
に
当
た

る
こ
と
に
な
る
。

子
貢
が
終
身
行
う
べ
き
二
一
口
の
教
訓
を
求
め
た
の
に

「
そ
れ
恕
か
、

己
れ
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ
人
に
施
す
勿
れ
」
と
教
え
、
仲
弓
が
仁

を
問
う
の
に
も
「
己
れ
欲
れ
ざ
る
と
こ
ろ
、
人
に
施
す
勿
れ
し

(
顔
淵
、
二
)
と
教
え
つ
つ
、

し
か
も
亦
「
子
貢
日
く
、
我
れ
人
の
こ
れ
を

-36 -

我
れ
に
加
ふ
る
を
欲
せ
ざ
る
や
、
我
れ
亦
こ
れ
を
人
に
加
ふ
無
か
ら
ん
と
欲
す
。

子
日
、
賜
や
汝
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
し

欲
せ
ざ
る
」
も
の
と
、

八
七
V
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

「
人
に
加
ふ
る
無
し
」
と
の
均
衡
が
成
立
す
る
。
恕
と
は
字
義
ど
お
り
心
の
状
態
で
あ
り
、

恕
と
い
う
心
の
状
態
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て

「
人
の
我
れ
に
加
ふ
る
を

そ
の
よ
う
な
状
態

は
数
量
で
解
決
し
う
る
こ
と
で
は
な
い
。
個
々
の
人
の
評
価
は
、

そ
の
個
人
の
心
の
状
態
が
ど
う
で
あ
る
か
で
批
判
さ
れ
る
。
恕
な
る

「
ご
の
も
の
が
均
衡
で
あ
る
な
ら
ば

こ
れ
は
子
貢
こ
そ
最
も
よ
く
理
解
し
う
る
思
惟
方
法
で
あ
る
が
、

そ
れ
故
に
こ
そ
特
に
子
貢
と

の
対
話
で
出
現
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
得
る
か
否
か
は
質
の
問
題
と
し
て
、

「
及
び
得
ざ
る
な
り
」
と
し
て
許
る
さ
れ
ず
、

し
か
も

一
言
と
し
て
教
え
ら
れ
る
の
も
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
儒
『
家
の
唯
心
主
義
が
ま
さ
に
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ

る。



附
注
恕
が
何
か
に
つ
い
て
古
来
よ
り
哲
学
的
思
索
は
無
数
に
存
在
す
る
が
、

結
局
の
と
こ
ろ
語
源
的
研
究
で
は
、
孔
子
が
な
ぜ
使
用
し
た
か
の
点
に
つ

い
て
明
確
で
な
い
。
如
に
つ
い
て
説
文
で
「
従
随
也
」
(
し
な
や
か
に
し
た

が
う
、
藤
堂
・
前
掲
書
三
五
七
ペ
ー
ジ
)
と
あ
る
し
、
又
広
雅
釈
話
で
「
均

也
」
と
あ
る
。
私
は
こ
の
均
に
該
当
す
る
と
理
解
し
、
説
交
の
説
で
も
、

何
が
秤
に
か
け
ら
れ
て
も
そ
れ
に
応
じ
「
し
た
が
っ
て
」
均
衡
さ
せ
る
と

解
し
う
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
「
如
」
と
い
う
心
の
状
態
で
あ
ろ
う
。

又
、
忠
恕
の
忠
で
あ
る
が
、
藤
堂
明
保
氏
は
「
中
時
間
の
中
と
は
平
均
し

て
調
和
の
と
れ
て
い
る
意
で
あ
り
、
熟
や
粥
の
対
転
に
あ
た
る
。
忠
も
ま

た
隅
々
ま
で
行
き
わ
た
っ
て
、
欠
け
め
や
等
差
の
な
い
心
を
い
う
」
(
一
八

五
ペ
ー
ジ
)
と
話
源
分
析
か
ら
推
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
期
せ
ず
し
て

本
論
文
の
主
張
と
合
致
す
る
。
事
実
と
し
て
も
中
は
権
と
関
述
し
て
古
典

中
に
出
現
し
て
い
る
。

〔
論
諮
微
子
、
八
〕
隠
居
放
一
一
一
問
、
身
中
情
、
駿
中
様
、

〔
孟
子
衆
心
、
上
〕
子
莫
執
中
。
執
中
怨
近
之
、
執
中
無
様
、
猶
執
一

也。
〔
左
伝
笠
公
、
二
己
中
擢
後
効
。

又
、
八
二

O
Vで
引
用
し
た
賀
子
容
纏
篇
の
「
執
中
履
衡
、
言
葉
中
適

而
嫁
宜
」
と
い
う
句
も
あ
る
。
権
衡
に
お
け
る
中
と
は
何
か
、
確
訟
を
つ

か
め
な
い
が
、
天
秤
の
支
点
、
も
し
く
は
そ
こ
に
お
け
る
均
平
を
指
す
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
教
一
部
を
乞
う
。

7
t
 

q
J
 

二一

v
・
多
学
多
識
八
二
八
V
で
あ
り
、
「
衛
公
孫
朝
間
於
子
貢
日
、

右
の
よ
う
に
子
貢
と
孔
子
と
に
は
明
白
な
相
違
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
貢
が
孔
子
に
つ
い
て
語
る
と
き
は
、

仲
尼
荒
副
学
、
子
貢
目
、
:
:
:
」
八
三
五
V
の
多
学
で
あ
る
。
又
、
数
似

そ
の
多
能
八
一

の
橋
八
一
ニ
六
V
、
日
月
八
三
七
V
、
天
之
不
可
階
而
升
八
三
八
V
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
孔
子
を
階
級
を
超
え
た
偉
人
と
考
え
、

い
ず
れ
も
孔
子
の
偉
大
性
を
そ
の
才
能
学
識
に
お
い
て
数

(
注
)

そ
の
根
拠
を
学
的
努
力
の
集
成
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

わ
か

更
に
八
一
三
一
V
で
「
吾
れ
少
く
し
て
賎
し
、
故
に

量
的
に
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。

か
る
に
孔
子
は
八
二
八
V
で
は
多
学
多
識
を
「
一
骨
冒
と
な
る
も
の
に
よ
っ
て
否
定
し
、

部
事
に
多
能
な
り
、
君
子
多
な
ら
ん
や
、
多
な
ら
ざ
る
な
り
」
と
し
て
、

貢
が
当
時
の
階
級
制
度
を
、
新
興
の
商
人
の
意
気
に
も
え
て

に
当
時
の
階
級
制
度
を
擁
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
貴
族
地
主
の
多
能
で
な
い
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。
子

そ
の
方
法
を
否
定
す
る
孔
子
は
、
正

北
大
文
学
部
紀
要

そ
の
論
理
的
根
拠
は
常
に
一
な
る
も
の
、
恕
な
る
均
衡
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の

の
り
こ
え
よ
う
と
す
る
の
に
対
し



論
語
に
お
け
る
子
貢
の
研
究

擁
護
は
調
和
に
よ
る
も
の

改
良
主
義
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
な
る
。

八
一
一

V
の
子
貢
が
「
能
く
博
く
民
に
施
し
て
能
く
衆

を
情
ふ
」
を
仁
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、

孔
子
は
「
何
ぞ
仁
を
事
と
せ
ん
、
必
ず
や
聖
か
、
完
舜
そ
れ
猶
こ
れ
を
病
め
り
、

そ
れ
仁
者
は

己
れ
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、

己
れ
蓮
せ
ん
と
欲
し
て
F

能
く
近
く
に
壁
一
?
を
取
る
、
仁
の
方
と
言
ふ
べ
き
の
み
」
と
言
う
の
は
、

正

に
子
貢
の
博
愛
を
き
わ
め
て
非
現
実
的
な
も
の
と
し
、
自
己
の
恕
よ
り
行
動
を
始
め
よ
と
す
る
改
良
主
義
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

八
三
一
三
〉
l
八
三
八
〉
の
子
張
簾
後
半
の
子
貢
語
群
は
、
お
そ
ら
く
子

貢
の
後
継
者
の
編
集
し
た
も
の
で
、
彼
の
学
派
の
主
張
を
示
す
も
の
と
考

え
る
。
「
論
垣
間
子
張
篇
研
究
」
参
照
。

附
注
論
語
の
中
に
子
貢
に
関
す
る
階
級
的
表
現
は
な
い
が
、
有
子
大
略
篇
に

は
「
子
貢
と
季
路
と
は
も
と
齢
人
な
り
し
も
、
文
章
を
被
り
、
礼
義
を
服

し
、
天
下
の
列
土
と
な
る
」
と
あ
る
。

注

私
は
当
時
の
社
会
を
奴
隷
制
よ
り
封
建
制
度
へ
の
過
渡
期
に
あ
る
と
す
る
主
張
に
、

た
だ
ち
に
参
加
す
る
自
信
は
な
い
。
故
に
そ
の
立

oo 
q
J
 

場
か
ら
巨
視
的
に
当
時
の
基
本
的
矛
盾
を
哲
学
史
上
に
適
用
し
て
分
析
す
る
こ
と
も
臨
時
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
又
、
当
時
の
社
会

が
階
級
社
会
で
あ
り
矛
盾
が
存
在
す
る
こ
と
に
疑
念
は
な
い
。
そ
こ
で
論
語
を
素
材
と
し
、
子
貢
と
い
う
当
時
の
新
興
階
級
で
あ
る
商
人

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
思
想
を
分
析
し
、
更
に
す
す
ん
で
彼
と
の
関
連
に
お
け
る
孔
子
哲
学
と
い
う
限
定
条
件
の
下
で
、
孔
子
の
哲
学
に
つ

い
て
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
孔
子
は
当
時
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
る
商
業
の
影
響
を
う
け
つ
つ
、
富
の
蓄
積
に

対
し
て
は
無
関
心
で
あ
り
、
既
存
の
階
級
制
度
を
肯
定
し
、
唯
心
主
義
の
思
想
を
展
開
し
、
均
衡
を
判
断
の
基
準
と
し
、
階
級
間
の
矛
盾

の
調
和
を
説
く
改
良
主
義
者
で
あ
る
。

こ
れ
を
中
国
に
お
け
る
論
争
に
あ
て
は
め
る
と
、
奴
隷
主
側
と
も
、
貴
族
封
建
地
主
側
と
も
と
れ

る
。
こ
れ
は
前
記
の
限
定
条
件
の
制
約
の
た
め
で
あ
る
。

又
筆
者
と
し
て
は
孔
子
の
思
想
に
つ
い
て
、

そ
の
構
造
の
中
核
に
迫
る
こ
と
は

予
想
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
子
貢
を
論
じ
て
不
可
避
的
に
触
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

し
か
も
今
後
更
に
孔
子
哲
学
の
本
質
に
対
し

研
究
を
す
す
め
る
予
定
の
た
め
に
、
筆
を
お
さ
え
て
、
論
証
を
ひ
か
え
た
点
も
あ
る
。

と
も
あ
れ
本
論
文
と
し
て
は
儒
家
の
初
期
に
お
け



る
商
業
の
影
響
の
一
部
を
柳
か
説
明
し
え
た
と
考
え
る
。
諸
賢
の
御
教
一
不
を
乞
う
。

本
論
文
は
昭
和
三
十
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〔
一
九
六
五
年

北
大
文
学
部
紀
要

月
L1 
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